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ドイツの長い一九世紀
ドイツ人・ポーランド人・ユダヤ人
（伊藤 定良著　青木書店）

本書はタイトルが示すとおり、19世紀ドイツの歴史
とドイツに抑圧されたポーランド、ユダヤ人の歴史を
描き出した歴史学の本です。私たち日本人にとって
は、ドイツによるポーランド抑圧を身近なものとして捉
えるのは難しいかもしれません。しかし、本書のスター
ト地点は、ドイツではなく私たちの住む日本です。日
本の朝鮮に対する植民地支配は、ドイツがポーラン
ドに対して行った同化政策を手本としていた――こ
の驚きの事実から幕を開ける本書には、ドイツの歴
史を眺めることで近代日本が抱える問題を見つめ直
すという一つの明確な意図があります。

加えて、本書がもう一つ読者に問いかけるのは、
ナショナリズムとは如何なるものかというシンプルにし
て奥深い問題です。「そもそもナショナリズムは、開
放と抑圧の複合的性格をもっている」（p．117）―
―このような当たり前の事実が、ドイツ史を眺めるこ
とで自然と実感される構成になっているのです。そも
そも「国民」や「国家」というものが如何に浮上し
てくるのか、本書は国民を国民たらしめるものとしての

「言語」、記念祭典によって作られる伝統などを十
分なサンプルとともに追いながら、抑圧する／される
中で形成されていくナショナリズムの姿を、できる限り
そのままの形で読者の目の前に提示します。過度に
単純化せず、複雑なものは複雑なものとしてしっかり
と向き合う姿勢は、読者に「自分の頭で捉え直す」
ことを求め、心地良い疲労感を与えてくれます。

もちろん歴史の専門書ですから、ページを開くと
固有名詞の多さに圧倒されるかもしれません。しか
し、文章自体は専門用語も少なめで、分かりやすい
言葉でまとめられているので、近代の世界史に興味
がある人ならすぐに引き込まれていくにちがいありませ
ん。

歴史を学ぶ意味というものを、自らつかむことがで
きるかもしれない、そんな一冊です。

「英語の青山」などと呼ばれてきたように、
いち早く今日のグローバル化時代に
対応する人材を輩出してきた青山学院大学。
グローバル化に加えて、学部教育における
教養教育が見直される中、
2003年からは独自の教養教育システム
「青山スタンダード」※を掲げ、
その流れをリードしてきました。
「大学とは、《学びの場》、《出会いの場》、
《創造の場》である」との理念を掲げ、
2012年度から始まる新しい青山を
リードされている伊藤定良学長に、
大学で学ぶべきこと、そのために高校時代から
心がけておきたいことなどをお聞きしました。
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青山学院大学 学長

伊藤　定良先生 

アンケートにお答えいただいた希望者の中から、抽
選で３名の方に伊藤定良先生のご著書『ドイツの長
い一九世紀』をプレゼントします。上のバーコードを読
み取り、お申し込みください（大学ジャーナルHPから
もお申し込みいただけます）。

1966年東京大学文学部西洋史学科卒業。72年同大
学大学院人文科学研究科西洋史学専門課程博士課
程単位取得後、日本大学文理学部専任講師及び助教
授を経て、78年より青山学院大学文学部助教授、87
年教授。研究テーマはナショナリズムの史的展開。『ドイ
ツの長い一九世紀』（青木書店）、『越境する文化と国
民統合』〔共著書〕（東京大学出版会）など著書多数。
東京都立三鷹高等学校出身。
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進路のヒント　
国際、教養、外国語系特集　その２
＋観光・文化
教養教育、国際教養について語る
――知の鎖国を超えて②
国際教養大学長　中嶋嶺雄先生vs
京都大学総長　松本紘先生

キャンパスレポート（早稲田大学国際教養学部）

第５回 観光・大学フォーラム開催報告

ＪＴＢの求める人物像
（株）ＪＴＢ西日本　桜井敏晴さん
中国語のススメ
立命館大学孔子学院　院長　筧文生先生ほか
観光の現場で本物のコミュニケーション力と
感性を養う　京都文教大学の取組

目に見えない世界遺産として古典の魅力を
発信する　京都産業大学の取組　

合格者座談会
私たちこうして東大に合格しました！ほか

ススメ理系　教科書に載っていない物理の話③
どうして数学を学ぶの㉒
できる学科 法政大学理工学部創生科学科
効き目アリ！
宇宙天気予報
アロマコラム
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トップが語る「大学」と
高校生へのメッセージ
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基礎学力をつけるために

一つは、毎日、新聞を読む習慣
をつけることです。しかも、一紙で
はなく二～三紙を読み比べるといい
と思います。新聞は情報の宝庫で
知識も増えますし、読み比べること
で同じニュースや事件を各紙が異な
る観点で取り上げていることに気付
き、「なぜ」という疑問がたくさん生
まれてくるからです。

さらに一般的に言えば、やはり読
書が大切です。本のよいところは、
自分の好きな時に、自分のペース
で読め、書き込みもできる点です。
また、読んでいる間に、自然に感
性が磨かれるなど、多くのことを身
につけることができると思います。

コンピュータが「ことば」を理解する 自動翻訳から次世代情報検索、情報分析へ

ウェブの出現と計算機環境の充実が
自然言語処理を発展させた
　16億文の日本語コーパス（検索が可能なテキ
スト・データ）、1億ページのウェブページから、コ
ンピュータが言語の知識を自動獲得する仕組み
を作っています。20年ほど前までは、人間が一
つ一つの単語の意味や文法などをコンピュータ
に覚えさせていましたが、それでは埒があきません
し、新しく生まれた言葉や言葉の意味にも対応し
きれません。そこで考え出したのが、計算機にたく
さんの常識を与える方法です。「泳ぐ」という動詞
であれば、「子どもが海で泳ぐ」「魚がスイスイ泳
ぐ」「水着で泳ぐ」「クロールで泳ぐ」といった用例
から“使い方”をどんどん学びます。
　これが可能になったのは、大規模なテキスト・
コーパスを持ったウェブが出現したから。コン
ピュータはウェブから用例を集めてクラスタリング
し、文法や語彙、言葉同士の類似度などを自動
で学習します。新しい語彙についても、「ググる」
や「ようつべ」などの言葉を蓄積して認める仕組
みを備えています。テキストの中にはもちろん誤っ

た使われ方もありますが、ウェブには言語のリアリ
ティがあるとも言われるほど多くのテキストがあり
ますから、問題にはなりません。脳科学も進んでい
ますし、子どもの発達から読み解く方法もあります
が、人間がどうやって言葉を使っているのかを解
明するための一番の方法は、ウェブを観察するこ
とではといわれるほどです。
　また、計算機パワーが飛躍的に伸びたことも
計算機の自動学習を可能にさせました（※2 図
1）。現在では、1000CPUといった並列計算機
を使うことができますから、16億文を解析してク
ラスタリングして知識を自動学習するのが１週間
程度で可能です。10年前とは比べ物にならない
スピードです。

次世代情報検索と情報分析
　自然言語処理の上には２つのアプリケーショ
ン、検索と翻訳があります。
　検索系については、私たちのところでは
TSUBAKIという検索エンジンを運用しています。
キーワードを入力して検索するのはどの検索エンジ
ンでもできますが、「高齢化社会で成長がみこめる
市場」といった文章の意味まで考えて検索しようと
思うと、クエリ（検索窓に入力する質問文）の処理
が難しい。TSUBAKIは、こうした意図に合致した
検索結果を出力するエンジンです。
　仕組みとしては、まず自然言語解析に基づいて
構造を考え、ユーザがクエリに入力した文章の構
造的な関係と同じような構造関係を持つテキストを
ウェブ上で探します。それから、「市場」＝「マーケッ
ト」といった同義語を含めて展開していきます。
　もう一つ、NICT（情報通信研究機構）では
WISDOMという検索エンジンを運用しています。
ウェブにはウソや根拠がないもの、勘違いを含めて
色 な々情報がありますが、計算機にその信頼性を
判断させるのは困難です。しかし、情報を分析する

ウェブの世界から膨大な対訳データを獲得
自動翻訳はここまで進んでいる！
　同様に、ウェブの出現によって翻訳知識の学習
も進化しています。翻訳系の最大の問題は、ルー
ルの積み重ねでやっていると、新しいルールや新し
い語彙が出てきた時などに、それを全体に対応づ
けてメンテナンスすることが難しい点です。そこで
出てきたのが、対訳文を用いた翻訳システムです。
このシステムは大きく分けて２つの処理から成り立
ちます。まず100万程度の対訳文を計算機に入
れておき、文章間の対応関係を見つけておく。そ
の上で、新しい文が入ってきた場合には構造を解
析し、対訳文の中から使える部分をつなぎ合わせ
て翻訳するのです。
　対訳文を用いた翻訳システムでは、システムが
翻訳文の構造をしっかり考えていて、出力文は入
力文の中の親子関係などをある程度保っていま
す。翻訳がおかしい部分は、どんどん直していけば
新しい知識となって完全自動でデータに組み込ま
れますから、精度がさらに上がる。このサイクルで、
より良い翻訳システムになっていくのです。

私たちは「ことば」を使うことで、コミュニケーションをとったり、思考をしたりしています。ところが、ことばを使う仕組みは、まだよくわかっていません。そんな「ことば」を０と１の組み合わせで成り立つコンピュータに理解させよう
と、研究を進めているのが黒橋禎夫先生。自然言語※１をいかにコンピュータに理解させるのか、そしてコンピュータに言葉を理解させることで可能になる自動翻訳や次世代情報検索、情報分析について、お聞きしました。

京都大学
黒橋　禎夫先生

ための多様な意見を見つけてきて示すことはでき
る。WISDOMには、ある意見に対して肯定か否
定か、など、様 な々意見やその割合、関連するキー
ワード、発信者の情報などを一覧で表示する機能
があるのです（図2）。

※１　人間が日常の意思の疎通に用いる言語のこ
と。プログラミング言語など人工的に定義された言語
と対比してこのように呼ばれる。
※２　用言とそれに関係する名詞を用言の用法ごと
に整理したものは「格フレーム」と呼ばれる。16億文
の日本語テキストから自動的に構築された「格フレー
ム」とその原文は、「格フレーム検索」（http://reed.
kuee.kyoto-u.ac.jp/cf-search/）で検索することが
できる。

黒橋先生のご研究は京都大学オープンコースウェアでさらに詳しく知ることができます。工学部　計算機ソフトウェア（http://bit.ly/a8kxpP）、京都大学総合博物館2006年春季企画展『コンピュータに感覚を』（https://ocw.kyoto-u.ac.jp/news/kyoto-u-museum2006/open-lecture1
/?searchterm=%E9%BB%92%E6%A9%8B）、全学共通科目『情報探索入門』リレー講義（http://bit.ly/cYtuj6）など。

OCWを進路選びに活用しよう！

図1　構築した格フレームの例

図2　情報の組織化

国グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

際
、教
養
、外
国
語
を
学
ぶ

そ
の
❷

や
、
そ
こ
に
至
っ
た
必
然
性

を
常
に
問
い
ま
す
。
そ
し
て

そ
の
答
え
を
見
つ
け
る
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
史
・
資
料

に
当
た
り
ま
す
。
自
分
な

り
の
答
え
の
確
証
を
得
る

た
め
に
膨
大
な
文
献
を
読

み
漁
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
誰
も

気
付
か
な
か
っ
た
よ
う
な
見

解
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
解
釈
に

た
ど
り
つ
く
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

歴
史
に
関
す
る
こ
と
で

な
く
て
も
、一つ
の
事
象
や

出
来
事
、
問
題
に
対
し
て

は
多
様
な
解
釈
や
見
方
が

成
り
立
ち
ま
す
。
で
す
か

ら
問
い
は
ど
ん
な
に
素
朴
で

も
、
自
分
な
り
に
調
べ
て
い

く
こ
と
で
、
実
に
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
や
主
張
、
考
え
方

に
出
会
い
ま
す
。
場
合
に

よ
っ
て
は
自
分
の
そ
れ
ま
で

の
見
方
や
考
え
方
が
次
々

と
反
省
を
強
い
ら
れ
る
よ
う

な
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を

付
き
合
わ
せ
総
合
し
て
い

く
中
か
ら
、
最
後
に
は
自

分
な
り
の
解
答
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

そ
し
て
こ
の
こ
と
は
ま
た
、

今
の
高
校
生
や
大
学
生
に

と
っ
て
も
っ
と
も
大
切
だ
と

私
が
考
え
る
、「
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
る
こ

と
」
に
も
つ
な
が
っ
て
く
る

も
の
な
の
で
す
。

自
分
の
や
り
た
い
こ
と

が
見
つ
か
る
と
強
い

こ
れ
ま
で
長
年
、
多
く

の
学
生
を
見
て
き
ま
し
た

が
、
好
き
な
こ
と
、
自
分

が
社
会
へ
出
て
や
り
た
い
こ

と
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

や
研
究
を
見
つ
け
た
学
生

は
、
見
違
え
る
よ
う
に
積

極
的
に
な
る
な
ど
、
そ
の
変

貌
ぶ
り
に
は
何
度
も
目
を

見
張
ら
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

反
対
に
、
多
く
の
学
生
が

苦
労
し
て
い
る
の
も
ま
さ
に

こ
の
点
で
す
。
大
学
で
は

授
業
だ
け
で
な
く
、
課
外

活
動
、
先
生
や
友
達
と
人

間
関
係
を
深
め
る
こ
と
も

大
事
だ
と
い
わ
れ
る
の
も
、

一
つ
に
は
こ
の
た
め
で
す
。

私
自
身
は
、
小
さ
い
頃

か
ら
読
書
が
好
き
で
、
中

学
、
高
校
で
は
歴
史
書
に

興
味
を
持
ち
、
大
学
で
は

歴
史
を
学
ぶ
こ
と
を
志
し

ま
し
た
。
も
っ
と
も
最
初
は

日
本
史
を
や
り
た
か
っ
た
の

で
す
が
、
大
学
で
講
義
を

聞
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
本
を

読
む
う
ち
に
西
洋
史
を
専

攻
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
か
ら
、
高
校
時
代
に
大

学
で
学
ぶ
こ
と
を
決
め
る
こ

と
は
、
そ
れ
ほ
ど
た
や
す
く

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

高
校
時
代
か
ら
、
早
く
将

来
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を

見
つ
け
よ
う
と
い
う
姿
勢

や
態
度
を
持
って
お
く
こ
と

は
で
き
る
は
ず
で
す
。
私

は
そ
れ
だ
け
で
も
あ
れ
ば
、

大
学
で
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
重
ね
る
う
ち
に
、
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
、
自
分
が
や

り
が
い
を
持
て
る
こ
と
に
必

ず
出
会
え
る
は
ず
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
反
対
に
、
た
だ

漠
然
と
み
ん
な
が
大
学
へ
行

く
か
ら
と
か
、
模
擬
試
験

の
成
績
だ
け
を
頼
り
に
入

れ
る
大
学
を
安
易
に
選
ぶ

の
で
は
、
４
年
間
の
大
学
生

活
が
本
当
に
自
分
の
た
め

に
な
る
の
か
疑
問
で
す
。

高
校
時
代
の
成
績
に
つい

て
い
う
と
、
入
学
し
て
か
ら

も
そ
れ
に
よ
って
自
ら
に
枠

を
は
め
て
し
ま
っ
て
い
る
学

生
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け

ら
れ
る
の
も
気
が
か
り
で

す
。
本
来
は
も
っ
と
力
が
あ

る
、
も
っ
と
す
ば
ら
し
い
資

質
を
持
っ
て
い
る
の
に
、
な

ぜ
そ
こ
そ
こ
の
と
こ
ろ
で
よ

し
と
し
て
い
る
の
か
、
も
っ
た

い
な
い
と
思
う
こ
と
さ
え
あ

り
ま
す
。
若
い
の
だ
か
ら
失

敗
し
て
も
構
わ
な
い
し
、や
っ

て
み
た
い
こ
と
な
ら
少
々
背

伸
び
を
し
て
で
も
や
って
み

た
ら
いい
の
で
す
。

か
つ
て
私
た
ち
は
、
ゼ
ミ

の
先
生
が
何
を
考
え
て
い
る

の
か
探
ろ
う
と
、
必
死
に

そ
の
著
書
を
読
ん
だ
も
の
で

す
。
ゼ
ミ
で
先
生
の
揚
げ

足
を
取
ろ
う
と
仲
間
と
事

前
に
作
戦
を
練
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
今
振
り
返
る

と
、
ず
い
ぶ
ん
気
負
って
い
た

も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
私

は
こ
の
「
気
負
う
」
と
い
う

言
葉
に
少
し
も
悪
い
イ
メ
ー

ジ
を
感
じ
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
こ
の
言
葉
の
表
す
積
極

的
な
意
味
合
い
が
、
ま
さ

に
若
さ
を
象
徴
し
て
い
る
よ

う
で
好
ま
し
く
思
って
い
ま

す
。
大
学
生
な
ら
ず
と
も
、

高
校
生
な
ら
た
ま
に
は
少

し
見
栄
を
張
って
、
自
分
の

力
で
は
ち
ょっ
と
読
め
そ
う

も
な
い
よ
う
な
本
で
も
買
っ

て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。

案
外
そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
れ
ま
で
考
え
も
し
な
か
っ

た
よ
う
な
自
分
が
見
つ
か
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
や
は
り
、

で
き
る
だ
け
早
く
自
分
が

将
来
し
た
い
こ
と
を
見
つ
け

る
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
難

し
く
て
も
、
見
つ
け
よ
う
と

い
う
姿
勢
は
持
ち
続
け
る

こ
と
で
す
。そ
れ
だ
け
で
も
、

同
じ
高
校
生
活
が
ず
い
ぶ

ん
違
って
く
る
で
し
ょ
う
し
、

日
々
の
教
科
の
勉
強
や
受

験
勉
強
の
中
に
、
自
分
が

将
来
深
め
て
み
た
い
テ
ー
マ

が
潜
ん
で
い
る
の
に
気
付
く

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

の
で
す
。

2
0
1
2
年
の
改
革

2
0
1
2
年
春
、
本
学

で
は
理
工
学
部
と
社
会
情

報
学
部
は
相
模
原
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、
他
の
学
部
は
す
べ
て

青
山
キ
ャ
ン
パス
で
学
ぶ
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
、
１
・
２
年
を
相

模
原
で
、
３
・
４
年
を
青

山
で
と
い
う
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ン
パス
が
４

年
一
貫
教
育
の
場
と
な
り

ま
す
。
現
在
は
、
そ
の
た

前
号
か
ら
の
国
際・教
養・外
国
語
系
に
、観
光・文
化
を
加
え
た
特
集
を
お
届
け
し
ま
す
。ま
ず
前

号
に
引
き
続
き
、国
際
教
養
大
学
学
長
中
嶋
嶺
雄
先
生
と
京
都
大
学
総
長
松
本
紘
先
生
に
、21
世
紀
に
求
め
ら
れ
る
新
た

な
教
養
と
、日
本
の
大
学・大
学
院
に
お
け
る
教
養
教
育
の
課
題
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
嶋
学
長
：
日
本
で
は
、

1
9
9
0
年
代
の
初
頭
に

大
学
院
重
点
化
と
大
学
設

置
基
準
の
大
綱
化
※
１
が
ほ

ぼ
同
時
に
行
わ
れ
、
国
立

大
学
は
大
学
院
中
心
の
形

に
な
り
、
大
切
な
学
部
教

育
、
教
養
教
育
が
空
洞
化

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

教
養
教
育
、国
際
教
養
に
つ
い
て
語
る

日
本
の
大
学
、大
学
院
の
弱
点

知
の
鎖
国
を
超
え
て

松
本
総
長
：
京
都
大
学
で

は
1
9
9
6
年
に
教
養
部

を
な
く
し
ま
し
た
。以
後
、

教
養
教
育
に
つい
て
は
、
旧

教
養
部
を
母
体
に
し
た
総

合
人
間
学
部
と
、
数
学
の

よ
う
な
特
殊
な
も
の
を
理

学
部
が
、
そ
の
ほ
か
の
も
の

に
つ
い
て
は
全
学
部
で
協
力

す
る
と
い
う
体
制
を
と
っ
て

い
ま
す
。し
か
し
こ
の
体
制

に
も
問
題
が
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、き
ち

ん
と
し
た
教
養
教
育
を
行

う
た
め
の
改
善
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
単
純
に
教
養
部

復
活
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
て
、新
し
い
時
代
に
対
応

で
き
る
よ
う
な
教
養
教
育

め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
カ
リ

キ
ュラ
ム
改
革
な
ど
、
教
育
・

研
究
の
実
を
上
げ
る
た
め

の
大
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
は
か
ね
て
か
ら
の
私

の
信
念
で
す
が
、
大
学
で

実
り
あ
る
４
年
間
を
過
ご

す
に
は
、
１
年
生
か
ら
４
年

生
ま
で
、
あ
る
い
は
大
学
院

生
ま
で
が
同
じ
一
つ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
学
び
、
お
互
い
に

刺
激
し
合
う
こ
と
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
ま
だ
高
校
生

の
面
影
の
残
る
1
年
生
か

ら
は
、
３
年
生
や
４
年
生
、

さ
ら
に
は
研
究
者
や
専
門

職
業
人
を
目
指
す
大
学
院

生
は
ず
い
ぶ
ん
大
人
に
見
え

る
で
し
ょ
う
。
年
齢
に
開
き

の
あ
る
学
生
同
士
が
一つ
の

キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
う
こ
と
で
、

ク
ラ
ブ
活
動
や
課
外
活
動
、

授
業
に
限
ら
ず
、
先
輩
が

後
輩
を
指
導
す
る
場
面
も

増
え
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

は
現
場
教
育
と
も
呼
べ
る

か
け
が
え
の
な
い
教
育
の
機

会
で
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の

視
野
を
広
げ
、
認
識
を
深

め
る
な
ど
、
各
自
の
可
能

性
を
広
げ
る
効
果
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
出

会
い
と
創
造
と
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
頻
繁
に
繰
り
返
さ

れ
る
こ
と
で
、
知
の
共
同
体

と
し
て
の
大
学
は
、
単
に
ス

ケ
ー
ル
が
大
き
く
な
る
だ
け

で
な
く
、
質
の
充
実
も
図

ら
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

相
模
原
キ
ャ
ン
パス
で
は
、

2
0
1
3
年
へ
向
け
て
新
し

い
学
部
の
設
置
構
想
も
あ

り
ま
す
。
今
後
の
青
山
に

大
い
に
注
目
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

※　

青
山
学
院
大
学
の
全
学
共
通
教
育

シ
ス
テ
ム
を
指
し
、略
し
て“
青
ス
タ
”と
も

呼
ば
れ
る
。「
青
山
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
科
目
」

は
、「
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
・
セ
ミ
ナ
ー
」・「
ウ
ェ

ル
カ
ム
・
レ
ク
チ
ャ
ー
」、「
コ
ア
科
目
」、
及

び
「
テ
ー
マ
別
科
目
」
の
3
つ
に
区
分
さ

れ
、「
コ
ア
科
目
」は
、「
教
養
コ
ア
科
目
」と

「
技
能
コ
ア
科
目
」に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

　

ど
の
学
部
・
学
科
を
卒
業
し
た
か
に
関

わ
り
な
く
、「
一
定
の
水
準
の
技
能
・
能

力
」を
保
証
す
る
も
の
と
し
て「
技
能
コ
ア

科
目
」が
、「一定
の
範
囲
の
知
識
・
教
養
」

を
保
証
す
る
も
の
と
し
て
「
教
養
コ
ア
科

目
」
が
、「
コ
ア
科
目
」
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
も
の
と
し
て「
テ
ー
マ
別
科
目
」が
置

か
れ
て
い
る
。ま
た
、
学
び
への
導
入
を
ス

ム
ー
ズ
に
し
、
学
ぶ
の
た
め
の
方
法
の
基
礎

を
身
に
付
け
る
た
め
、「
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ・セ

ミ
ナ
ー
」と「
ウ
ェル
カ
ム
・
レ
ク
チ
ャ
ー
」が

置
か
れ
て
い
る
。伝
統
あ
る
語
学
教
育
は

少
人
数
制
で
。ゼ
ミ
形
式
の
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー

ズ・セ
ミ
ナ
ー
や
、コ
ア
科
目
の
中
で
は一つ
の

テ
ー
マ
を
専
門
の
異
な
る
３
人
の
先
生
が

リ
レ
ー
形
式
で
講
義
す
る『
総
合
科
目
』

な
ど
が
人
気
だ
。

進 路 の ヒ ント

国際・教養・
外国語系特集２
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国際教養学部で
学ぶということ

早稲田大学国際教養学部に入学して
　早稲田大学国際教養学部（以下、SILS）では、その理念であるリベラルアーツを元に、さ
まざまなテーマ・分野を扱っています。入学して最初の１年のカリキュラムでは、少人数でのコ
ミュニケーションを目的とした初級演習や環境・思想・経済等7つのグループから異なる3つの
テーマを選ぶイントロダクションコース、英文エッセイの書き方を一から教わるアカデミックライ
ティング（レベル分けテストによってクラスが分かれる）、第二外国語等が必修となります。
　分野を問わない学習を積み重ねることで、広く知識力を養いながら留学先から帰国後の
3年次までに専攻を決めていきます。
　SILSの先生方は、それぞれの専門に基づいた授業を行っています。そのため、内容は先
生によってさまざま。教科書をひたすら音読する授業もあれば、唖然とする程コアなディスカッ
ションやプレゼンテーションを行う授業もあります。予備知識がなければこなせないような内
容のイントロコースがあったり、一般常識を延 と々続ける上級演習があったりと、あたりはずれ
が大きいのが一つのデメリットかもしれません。特に「純ジャパ」と呼ばれるSP1（国内受験
生）の友人の中には海外経験がなく、日本の教育だけを受けてきている人もいるので、入学
後に、約8割を超える英語での授業やライティング講座を帰国子女の学生と一緒に詰め
込まれると大変です。帰国生の英語力に追いつくことに必死で勉強内容がなかなか身に
つかない……と中間・期末試験前に連続徹夜をして課題をこなす友人もいます。
留学の準備期間
　SILSに興味を持っているみなさんの多くが、留学に関心があると思います。ＳＩＬＳでは留学
が必須条件ですが、このスケジュールがまた少しハード。入学した直後の4月から春の留学
フェアに参加（自分で調べる場合は不要）、カウンセラーやコーディネータと話し合いながら
どんな国で何を学びたいか、どういう暮らしができるのかといった内容から、選択肢を狭めてい
きます。同時期にTOEFLを必ず受験し（非英語圏希望者も）、必要点数に達するよう別途
勉強に励むことも大切です（最低点数を設定しない大学もある）。
　後は11月頃の選考期間まではひと段落、とはいかなくて、選考時に最重要視されるGPA

（成績評価）の維持や英語圏以外の国の場合、語学力を強化する必要があります。ほと
んどが必修科目で埋まってしまう上に成績を落とせないため、気が抜けない時期が続きま
す。派遣先が決まる頃にはぐったりしている友人もいました。選考が終わって年明け、2月頃
から順次決定の連絡が来て、ビザの申請や住まいの手配等を済ませ、夏に出発が基本ス
ケジュールです。私は事情があって留学が免除されたため、友人に話を聞いてみました。
留学時に大切にしたいこと
　英語圏に留学した友人は、思っていた以上に寮から大学までの距離が遠く、友達作りが
思うようにできなかったそうです。場所を変えたくても英語が通じなかったらと不安で、最初の
半年間は我慢して通い続けていたものの、いつの間にか英語を使って日常生活を送れて
いることに気づき、自分で現地校に掛け合って、近場でルームシェアを実現、充実した留学
を終えて帰国の途についたようです。
　英語圏だけでなく、非英語圏プログラムに参加する学生にも一貫して言えることは、
SILSの留学システムで「何を勉強するか」よりも「自分をどう成長させるのか」が重要だという
ことです。自分で考え、自分で決定する。そういった自己決断力の基礎を身につけ、卒業後の
キャリアを考え始める時期に帰国を迎えます。
ＳＩＬＳで拓く未来
　私は元々、大学院で犯罪心理学を研究したいと考えていますが、就職を希望する学生
向けには、キャリア相談会が学部や大学内にて随時開催されています。
　SILSの学生の中には英語力や学部の特色を生かして外務省や国連の職員を目指す
人も少なくありません。それぞれの夢を実現しようと3、4年次のゼミや卒業論文に取り組み
ながら、説明会やセミナーで情報収集を行っています。
　いろいろと大変なことが多い大学生活ですが、友人みんなに共通するのは、それを乗り越
えるためには、友達の存在が一番大きいと考えている点。SILSのカリキュラムは幅広すぎ
て大変、先生は専門的すぎてついていけないこともある。留学してホームシックにもなりかけ
た。でも、わからない、できないところを補い合って一緒に壁を越える友達がいるからがんばれ
る、これがＳＩＬＳの学生の多くの意見です。少人数制の下、多様なテーマのクラスに参加す
ることで、国内だけでなく外国の仲間もできますし、そこから価値観・文化の違いを学び、また
交流を深められるのがとても貴重な体験です。
　国際教養学部では、学生一人ひとりのニーズに合わせてカリキュラムを考えてくれることは
ありません。この学部でリベラルアーツを学ぶには、その良い点を自ら試行錯誤しながら探し、掘
り当てていくこと。必要な情報か不必要な情報かを見抜く判断力が問われます。いわばDIY、
実践型の人間を育てていくことが、この学部の真の目的のように思えます。数ある選択肢の
中から何を選び、どれに注力していくべきなのか。それをある程度明確にすることができ、上手に
計画が立てられれば次に繋がる。そんな環境を提供してくれる学部なのだと思います。
　何をやればよいのかわからないけれど、どのような人間になりたいかは説明できる。逆に、人
間としてどう成長したいかはまだわからないが、こういった分野を学びたい等、何か一つ芯を
持つ人は容易に自分の道を切り拓くことができるはずです。

早稲田大学
国際教養学部3年生
三方　さらさん

キ ャ ン パ ス レ ポ ート

で
、
今
行
わ
れ
て
い
る
教
育

で
は
ド
ク
タ
ー
・
オ
ブ
○
○

が
正
確
な
と
こ
ろ
で
す
。そ

れ
を
本
当
に
P
h.
D
と

胸
を
張
っ
て
名
刺
に
書
け

る
よ
う
な
、
哲
学
博
士
号

を
発
行
で
き
る
よ
う
な
大

学
院
に
し
た
い
わ
け
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
高
度
の
教

養
が
半
分
で
、今
ま
で
の
よ

う
な
研
究
は
半
分
と
い
う

こ
と
を
明
確
に
定
義
し
た

い
。ま
だ
私
の
ア
イ
デ
ア
の

段
階
で
す
が
、
近
く
実
現

京都大学総長
松本　紘 先生

し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

中
嶋
学
長
：
日
本
の
大
学
、

大
学
院
は
大
抵
、
17
歳
か

18
歳
の
時
か
ら
何
々
学
部

何
々
学
科
と
い
う
よ
う
に
、

非
常
に
狭
い
と
こ
ろ
に
入

れ
ら
れ
て
そ
の
ま
ま
大
学

院
ま
で
行
く
。こ
こ
が
問

題
で
、ア
メ
リ
カ
で
は
、ハ
ー

バ
ー
ド
に
し
て
も
U
C
バ
ー

ク
レ
ー
に
し
て
も
、
博
士
課

程
に
は
他
か
ら
入
っ
て
く

る
。と
く
に
、リ
ベ
ラ
ル・ア
ー

ツ
の
大
学
で
き
ち
ん
と
教

養
を
学
ん
だ
人
が
。日
本

も
そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
に
変

え
て
い
か
な
い
と
、今
、先
生

が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
な
全

人
教
育
は
な
か
な
か
で
き

な
い
。
高
度
な
専
門
知
識

は
持
っ
て
い
て
も
、
人
間
と

し
て
欠
け
て
い
て
は
、
国
際

は
、
大
学
院
で
も
１
、２
回

生
で
勉
強
し
た
教
養
と
は

違
う
高
度
な
教
養
を
教
え

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。つ
ま

り
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
教

養
で
す
。
理
学
の
人
で
も

工
学
の
人
で
も
、政
治
経
済

や
哲
学
を
き
ち
ん
と
勉
強

し
て
も
ら
う
。西
洋
で
い
う

カ
レ
ッ
ジ
型
の
大
学
院
大

学
、新
し
い
大
学
院
の
研
究

科
、
大
学
院
コ
ー
ス
を
作
ろ

う
と
京
都
大
学
で
は
今
、

検
討
し
て
い
ま
す
。

中
嶋
学
長
：
そ
れ
が
で
き

る
と
素
晴
し
い
と
思
い
ま

す
。
教
育
再
生
会
議
で
、

座
長
の
野
依
良
治
さ
ん
と

私
が
日
本
の
大
学
院
は
修

士
課
程
か
ら
博
士
課
程
、

あ
る
い
は
学
部
か
ら
博
士

課
程
ま
で
、
ず
っ
と
煙
突
の

よ
う
に
上
っ
て
い
く
。弊
害

が
多
い
か
ら
少
な
く
と
も

ト
ッ
プ
の
大
学
院
で
は
３
分

の
２
は
他
大
学
か
ら
入
れ

る
。
学
部
を
そ
の
ま
ま
大

学
院
に
つ
な
げ
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、

社
会
で
力
を
発
揮
で
き
ま

せ
ん
。

松
本
総
長
：
も
う
一
つ
加

え
る
と
、
今
の
シ
ス
テ
ム
だ

と
専
門
に
入
っ
て
最
後
は

非
常
に
細
分
化
さ
れ
た
場

所
へ
到
達
し
ま
す
。
す
る

と
、そ
こ
か
ら
な
か
な
か
脱

却
で
き
な
い
。先
達
の
後
継

者
と
い
う
、
卵
を
生
む
シ
ス

テ
ム
の
中
に
埋
め
込
ま
れ

る
こ
と
に
な
る
。
恩
師
や
、

そ
の
ま
た
恩
師
の
研
究
を

そ
の
ま
ま
延
々
と
続
け
る

こ
と
に
な
り
や
す
い
。よ
ほ

ど
特
殊
な
能
力
が
な
い
限

り
違
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

し
か
し
も
し
、
学
部
と
大

学
院
で
教
養
を
２
度
学
べ

ば
、10
年
間
く
ら
い
毎
に
研

究
テ
ー
マ
を
変
え
ら
れ
る

能
力
が
身
に
つ
く
は
ず
で

す
。今
で
は
ハ
ー
バ
ー
ド
や
ス

タ
ン
フ
ォ
ー
ド
に
し
て
も
、

10
年
く
ら
い
で
テ
ー
マ
を
変

え
、
新
し
い
こ
と
に
踏
み
出

せ
な
け
れ
ば
、
予
算
も
人

も
つ
か
な
い
よ
う
に
な
り
つ

つ
あ
る
。で
す
か
ら
、
そ
れ

国際教養大学長
中嶋　嶺雄 先生
P r o f i l e
1936年長野県松本市生まれ。東京
大学大学院社会学研究科修了。社
会学博士。国際社会学者。国際教
養大学理事長・学長、社団法人 才
能教育研究会会長。東京外国語大
学学長、国立大学協会副会長、アジ
ア太平洋大学交流機構（UMAP）
国際事務総長、財団法人 大学セミ
ナー・ハウス理事長、文部科学省中
央教育審議会委員（大学院部会長・
外国語専門部会主査）、内閣教育
再生会議有識者委員、オーストラリ
ア国立大学、パリ政治学院、カリフォ
ルニア大学サンディエゴ校大学院の
客員教授などを歴任。長野県立松本
深志高校出身。

P r o f i l e
1942年生まれ。奈良県出身。65年
京都大学工学部電子工学科卒業。
67年同大学院工学研究科（電子
工学専攻）修士課程修了。専門分
野は宇宙プラズマ物理学、宇宙電
波工学、宇宙エネルギー伝送など。
2008年10月より現職。奈良女子大
学文学部附属高等学校出身。

が
で
き
る
能
力
を
若
い
と

き
に
つ
け
て
あ
げ
る
こ
と
が

国
際
社
会
で
通
用
す
る
教

育
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
嶋
学
長
：
そ
れ
か
ら
、

日
本
の
大
学
院
は
ど
う
し

て
も
リ
サ
ー
チ
が
中
心
で
、

コ
ー
ス
ワ
ー
ク
※
３
が
非
常

に
弱
い
。私
は
文
系
で
専
門

は
国
際
社
会
学
で
す
が
、カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
サ
ン

デ
ィ
エ
ゴ
で
１
年
間
、
大
学

院
生
を
教
え
た
経
験
か
ら

い
う
と
、
や
は
り
日
本
の
大

学
に
比
べ
て
コ
ー
ス
ワ
ー
ク

が
す
ご
い
。日
本
の
、
少
な

く
と
も
文
系
は
ち
ょっ
と
ゼ

ミ
で
発
表
し
て
、
リ
サ
ー
チ

ペ
ー
パ
ー
を
書
い
て
そ
れ
で

修
士
を
も
ら
え
る
わ
け
で

す
。そ
れ
で
は
こ
れ
か
ら
の

時
代
、い
か
に
も
貧
弱
だ
と

思
い
ま
す
。

※
1　

2
0
0
7
年
6
月
教
育
再
生

会
議
第
二
次
報
告
「
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベル
の

教
育
水
準
を
目
指
す
大
学
院
教
育
の
改

革
」

※
2　

2
0
0
5
年
9
月
中
央
教
育
審

議
会
答
申
『
新
時
代
の
大
学
院
教
育
―

―
国
際
的
に
通
用
す
る
大
学
院
教
育
の

構
築
に
向
け
て
』

※
3　

科
目
履
修
を
中
心
と
し
た
学
習

形
態

最
終
報
告
に
も
入
れ
た
わ

け
で
す
※
２
。し
か
し
な
か

な
か
実
現
し
な
い
。

松
本
総
長
：
既
存
の
大
学

院
を
一
挙
に
そ
う
し
よ
う

と
思
っ
た
ら
、
多
分
、
10
年

か
け
て
も
難
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

大
学
院
で
い
う
と
学
位

の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
理
学
博
士
と
か
工
学

博
士
を
P
h.
D
と
多
く

の
日
本
人
が
英
訳
し
て
い

ま
す
。こ
れ
は
元
来
間
違
い

を
目
指
し
た
い
。
私
は
全

人
教
育
と
言
っ
て
い
ま
す

が
、
要
は
人
格
的
に
も
世

界
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
る
よ

う
な
人
材
を
、一人
で
も
多

く
輩
出
し
た
い
の
で
す
。

　

１
、
２
回
生
に
専
門
教

育
を
下
ろ
し
た
結
果
、
幅

広
い
勉
強
が
足
り
ず
、
馬

車
馬
の
よ
う
に
前
し
か
見

な
い
人
が
い
ま
す
。そ
れ
で

は
困
り
ま
す
の
で
、
せ
め
て

１
年
、
で
き
れ
ば
２
年
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
の
学
問
を
一

通
り
学
べ
る
よ
う
な
体
制

に
組
み
換
え
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。大
学
院
で
も
マ
ス

タ
ー
を
取
っ
て
特
定
の
研

究
室
に
入
る
と
、
そ
の
分

野
で
完
結
す
る
よ
う
な
非

常
に
狭
い
研
究
を
日
々
行

う
こ
と
が
多
く
、そ
の
環
境

で
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
を
出
た

人
は
会
社
で
役
に
立
ち
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
企
業
が
採

用
せ
ず
、
ポ
ス
ド
ク
や
オ
ー

バ
ー
ド
ク
タ
ー
が
増
え
る
と

い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
ま

す
。そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
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新しい「観光学」の創造へ
観光は２１世紀のリーディング産業です。時代のニーズに応えて、和歌山大学観光学部は新しい「観光学」の創
造をめざして、観光振興と地域再生をリーダーとして担う人材を育成します。高い外国語運用能力を習得するととも
に、伝統芸能論、茶道論、華道論、着物文化論、日本語作法等の日本文化を発信できるカリキュラムを編成してい
ます。２００７年春に入学した観光学部第一期生は、現在“就活”中ですが、民間企業希望者の内定率は、７月末に
８５%を超えました。結果は未定ですが公務員をめざす学生も頑張っています。大学院への進学希望者もあり、卒
業後の進路は多様です。国立大学初の観光学部の学生は、社会の様々な分野から注目されているのです。

2010年11月11日（木）
～11月19日（金）社会人特別入試

2010年12月4日（土）
または12月5日（日）

2011年2月25日（金）

2010年12月4日（土）

2011年3月12日（土）

2010年12月17日（金）

2011年3月6日（日）

2011年3月21日（月）

2011年1月24日（月）
～2月2日（水）

和歌山大学観光学部

推薦入試

11/10（水）～11/16（火） 11/20（土）・21（日）

12/6（月）～12/13（月） 12/18（土）

保育コース・音楽コース・体育コース

12/22（水）

11/27（土）

11/9（火）10/15（金）～10/25（月） 11/1（月）・2（火）
（締切日消印有効）

私 立 大 学 の 取 組

O T E M O N  T O  T H E  W O R L D
国際理解と国際交流の推進・
強化を図る追手門学院大学の

「国際交流推進年」
上海万博にも参加
　来年、開学45周年を迎える追手門学院大学。
今年は、インド・グジャラート大学と学生交換制度を
始めて40年、オーストラリア・グリフィス大学とは30
年の節目の年とあって、2009年から2011年の3
年間を「国際交流推進年」として、国際理解と国際
交流をこれまで以上に推進・強化するためのさまざま
な取組を行っている。
　今年のメインイベントは、上海万博への参加。8
月30日から9月5日の間、日本産業館のオープンス
テージで、吹奏楽部、中国武術部、チアリーディング
部などの文化系・体育系クラブに所属する学生が
日頃の活動を披露。また、学内で選抜された学生5
人が日本産業館事務局で2週間の海外インターン
シップを行った。
　この他にも、「OTEMON TO THE WORLD」
をキャッチフレーズに、海外ボランティアプログラム
を新設。海外セミナー（アメリカ・オーストラリア等
で語学等を学ぶ）の現地受講料を大学が負担した
り、英語力アッププログラム（初・中・上級コース）を
新たに設けるなど、学生の国際交流の意欲をバッ
クアップする体制も整えられている。英語による授
業「Japan Program at Otemon（日本文化〈ポッ
プカルチャーを含む〉、社会、経済、経営等）」も今年
から開設され、主な対象は交換留学生が主だが、日
本人学生も参加できるため、異文化交流の場とし
て活用されている。
　今秋からは、「ディジュリドゥコンサート※」、インド民
族舞踊・フードフェア、映画『オーストラリア』上映会
などのイベントも随時開催する予定で、その取組か
らますます目が離せない。
※オーストラリアの先住民アボジリナルの伝統楽器

開
催
報
告

参
加
大
学
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
観
光
が
学

べ
る
各
大
学
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

関
西
で
最
初
に
観
光
系
学

科
を
開
設
し
、
今
年
か
ら
国

際
観
光
学
部
を
新
設
し
た
阪

南
大
学
で
の
注
目
は
、〝
世
界

中
の
バッ
ク
パッ
カ
ー
を
誘
致
せ

よ
！
〟を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、大
阪・

新
今
宮
界
隈
で
地
域
と
連
携

し
て
外
国
人
旅
行
者
を
積
極

的
に
受
け
入
れ
る
体
制
を
整

え
た
「
大
阪
国
際
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
地
域
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

こ
れ
は
企
業
や
地
域
と
協
働

で
課
題
解
決
に
取
り
組
む
キ
ャ

リ
ア
ゼ
ミ
の一つ
で
、
5
年
間
で

外
国
人
旅
行
者
の
数
が
7
倍

に
も
増
え
た
そ
う
。「
観
光
案

内
所
を
学
生
の
運
営
で
立
ち

上
げ
、
学
生
が
外
国
人
旅
行

者
向
け
に
街
歩
き
ツ
ア
ー
を
企

画
・
実
施
す
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
で
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
ま
た
学

部
新
設
を
機
に
、
英

語
教
育
の
強
化
を
図

り
、
卒
業
生
は
全
員

T
O
E
I
C
5
0
0

点
以
上
と
れ
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い

ま
す
」（
国
際
観
光
学

部
長
・
吉
兼
秀
夫
教

授
）。そ

の
他
、
大
阪
国

際
大
学
国
際
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
国
際

去
る
7
月
14
日
、﹁
第
5
回 

観
光
・
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂が
開
催
さ
れ
ま
し
た（
観
光
・
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
主
催
。事
務
局
：
く
ら
む
ぽ
ん
出

版
）。来
賓
の
観
光
庁
ス
ポ
ー
ツ
観
光
推
進
室
長
・
坪
田
知
広
さ
ん
か
ら
は﹃
観
光
立
国
の
実
現
に
向
け
た
取
組
と
ス
ポ
ー
ツ
観
光
の
推
進
に
つ
い
て
﹄と

題
し
て
、観
光
庁
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。ゲ
ス
ト
は
㈱
Ｊ
Ｔ
Ｂ
西
日
本
で
新
卒
・
キ
ャ
リ
ア
の
求
人
担
当
さ
れ
て
い
る
桜
井

敏
晴
さ
ん
。﹃
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
の
求
め
る
人
財
と
は
﹄の
テ
ー
マ
で
、業
界
の
状
況
や
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
戦
略
を
交
え
て
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

観
光・大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム   

が
開
催

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で

は
、
英
語
教
育
に
力
を
入
れ
、

英
語
力
を
身
に
つ
け
た
上
で
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
勉
強
を
幅

広
く
行
う
こ
と
を
、
観
光
文

化
学
部
の
み
の
単
科
大
学
と

し
て
、
観
光
分
野
の
リ
ー
ダ
ー

を
育
て
る
神
戸
夙
川
学
院
大

学
か
ら
は「
観
光
甲
子
園
」
や

「
大
使
館
リ
レ
ー
講
義
」
な

ど
特
徴
的
な
活
動
や
学
び
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
国
立

大
学
と
し
て
初
め
て
の
観
光

系
学
部
を
設
置
し
た
和
歌
山

大
学
観
光
学
部
か
ら
は
、
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
紹
介
の
他
、
4
年
生
（一

期
生
）
の
就
職
活
動
の
状
況

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
（
民
間

企
業
で
内
定
率
8
割
超
）。

高等学校や学習塾の
先生、保護者以外に、
高校生も何人か参加
してくださり、講演後の
ブース展開では各大
学の担当者に積極的
に質問していました。

　

観
光
業
に
必
要
な
資
質
は
時
代

と
と
も
に
変
化
し
ま
す
が
、
普
遍
的

に
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、『
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
溢
れ
る
サ
ー
ビ
ス
精
神
』で
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、人
の
喜
び
を
自
分
の

喜
び
と
感
じ
取
れ
る
こ
と
。こ
の
資
質

は
観
光
・ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
に
特
有
な

も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
れ
が
あ

れ
ば
、お
客
様
の
感
動
を
プ
ロ
デ
ュー
ス

で
き
ま
す
。こ
れ
は
座
学
で
は
学
べ
ま

せ
ん
の
で
、ア
ル
バ
イ
ト
で
体
験
し
て
い

る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、先

ほ
ど
阪
南
大
学
様
、和
歌
山
大
学
様

な
ど
か
ら
も
ご
紹
介
が
あ
っ
た
よ
う

に
、大
学
で
の
実
学
が
欠
か
せ
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、『
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

力
』も
大
切
で
す
。こ
れ
は
ど
の
業
界

に
お
い
て
も
必
要
と
さ
れ
る
資
質
で

す
が
、
特
に
目
に
見
え
な
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
観
光
業
に
お
い
て
は
、お

客
様
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、潜

在
的
な
ウ
オ
ン
ツ
を
引
き
出
す
と
い

う
意
味
か
ら
と
て
も
重
要
で
す
。近

年
、
若
い
方
の
中
に
は
、
人
と
話
す
の

が
苦
手
で
自
分
の
世
界
に
閉
じ
こ
も

る
人
が
多
い
よ
う
で
す
が
、な
ん
と
いっ

て
も
観
光
業
は
フェー
ス・ト
ウ・フェー

ス
の
仕
事
で
す
。同
年
代
の
方
と
話

が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、幅
広
い
世
代

の
方
と
会
話
が
で
き
て
、
か
つ
人
の
気

持
ち
が
く
み
取
れ
る
、１
を
知
って
10

を
知
る
人
物
で
あ
って
ほ
し
い
と
思
い

界
研
究
も
し
て
お
く
と
い
い
と
思
い

ま
す
。自
分
の
将
来
を
い
ち
早
く
見

据
え
て
い
る
方
は
、や
は
り
面
接
時
の

印
象
が
違
い
ま
す
。加
え
て
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
な
ど
の
様
々
な
実
学
を
経

験
し
て
お
く
こ
と
。社
会
へ
出
て一番

活
き
る
の
は
、
や
は
り
自
分
で
経
験

し
た
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

Q
&
A

Q
１
：
採
用
に
当
た
っ
て
大
学
名

は
ど
の
程
度
考
慮
さ
れ
ま
す
か
。

A
１
：
J
T
B
グ
ル
ー
プ
の
中
に
は
、

大
学
名
の
み
で
書
類
選
考
を
し
て
い

る
会
社
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
は
グ
ル
ー

プ
各
社
ご
と
に
採
用
活
動
を
行
って

い
て
、そ
れ
ぞ
れ
で
担
当
者
が
入
念
に

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
見
て
い
ま
す
。

む
し
ろ「
J
T
B
で
ど
の
よ
う
に
成

長
を
し
た
い
か
、
ど
ん
な
未
来
展
望

を
も
って
い
る
か
」を
し
っ
か
り
見
さ
せ

て
も
らって
い
ま
す
。

Q
２
：
分
社
後
の
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー

プ
の
エ
ン
ト
リ
ー
方
法
の
特
徴
と
、

採
用
状
況
で
変
わ
っ
た
点
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

A
２
：
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
は「
グ
ル
ー

プ
求
人
」
と
い
う
形
の
採
用
方
式
を

取
って
お
り
、最
初
の
プ
レ
エン
ト
リ
ー

は
グ
ル
ー
プ
合
同
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。そ
の
後
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
は

自
分
が
働
き
た
い
地
域
や
希
望
職
種

に
あ
わ
せ
て
各
社
に
本
エ
ン
ト
リ
ー

を
し
て
頂
き
ま
す
。こ
の
グ
ル
ー
プ
求

人
の
最
大
の
特
徴
と
し
て
は
グ
ル
ー

プ
内
25
社（
2
0
1
1
年
度
）を
併

願
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
す
。た

だ
こ
の
際
、
大
事
な
こ
と
は
む
や
み
に

エ
ン
ト
リ
ー
す
る
社
数
を
増
や
す
の

で
は
な
く
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を

よ
く
見
極
め
て
か
ら
エン
ト
リ
ー
し
て

い
た
だ
く
ほ
う
が
良
い
と
い
う
こ
と

で
す
。分
社
後
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で

ま
ず
各
大
学
や
媒
体
の
説
明
会
を

行
い
、そ
の
後
2
月
に
開
催
さ
れ
る
グ

ル
ー
プ
合
同
説
明
会（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
サ
ミ
ッ

ト
）を
は
じ
め
各
社
が
様
々
な
説
明

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
か
ら
、上
手
に

そ
れ
を
利
用
し
て
も
ら
え
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。

　

分
社
後
は
、
J
T
B
と
そ
の
他
の

子
会
社
と
い
う
図
式
で
は
な
く
、
グ

ル
ー
プ
各
社
が
横
並
び
に
な
り
ま
し

た
か
ら
、
人
材
に
偏
り
が
な
く
な
り

ま
し
た
。全
体
と
し
て
の
質
は
上
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
３
：
現
在
の
日
本
の
新
卒
採
用

シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
何
か
お
感
じ

の
点
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
３
：
ま
ず
、
大
学
に
入
る
前
の
高

校
生
への
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
は
、今
の

う
ち
か
ら
自
分
が
ど
ん
な
こ
と
に
興

味
が
あ
り
、ど
ん
な
人
に
な
り
た
い
の

か
を
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
で
も
いい
か

ら
考
え
て
お
く
と
い
う
こ
と
で
す
。そ

れ
に
よって
大
学
選
び
、
企
業
選
び
が

き
っ
と
変
わ
って
く
る
は
ず
で
す
。わ

れ
わ
れ
が
面
接
で
最
も
困
る
の
は
、

何
が
し
た
い
か
伝
わ
って
こ
な
い
こ
と

で
す
。企
業
の
名
前
や
知
名
度
だ
け

で
来
る
人
は
、い
く
ら
と
り
つ
く
って
い

て
も
、面
接
で
10
分
、20
分
、30
分
と

話
を
し
て
い
る
間
に
見
破
ら
れ
て
し

ま
う
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
の
就
職
担
当
者
に
お
願
い
し

た
い
こ
と
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
い
た

ず
ら
に
1
0
0
社
も
2
0
0
社
も

エ
ン
ト
リ
ー
さ
せ
な
い
で
ほ
し
い
と
い

う
こ
と
。企
業
は
い
た
ず
ら
に
エ
ン
ト

リ
ー
数
が
増
え
る
よ
り
も
、
本
当
に

入
社
し
た
い
と
思
って
い
る
学
生
に
エ

ン
ト
リ
ー
を
し
て
頂
き
た
い
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
大
学
や
学
生
の
皆
さ

ん
ば
か
り
を
責
め
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。少
し
違
う
観
点
か
ら

い
う
と
、
日
本
は
採
用
シ
ス
テ
ム
自

体
が
歪
ん
で
い
て
、そ
れ
に
よ
る
ひ
ず

み
も
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。た

と
え
ば
採
用
活
動
は
、
本
来
は
４
月

か
ら
の
は
ず
な
の
に
、２
月
、３
月
に

内
々
定
を
出
す
企
業
が
あ
る
。そ
れ

も
一
番
模
範
を
示
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
金
融
や
マ
ス
コ
ミ
が
そ
う
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。自
分

の
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
る
た
め

に
も
、人
間
形
成
の
面
か
ら
も
、せ
め

て
３
年
半
は
大
学
で
じ
っ
く
り
学
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
な
ル
ー
ル
作
り
が
、

今
後
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

Q
４
：
J
T
B
グ
ル
ー
プ
で
は
大

卒
以
外
に
専
門
学
校
卒
も
採
用
し

て
い
ま
す
か
。ま
た
採
用
側
か
ら

は
、大
学
卒
と
専
門
学
校
卒
の
違
い

は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A
４
：
J
T
B
グ
ル
ー
プ
25
社
の
う

ち
に
は
専
門
学
校
生
の
応
募
で
き
る

会
社
も
あ
り
ま
す
。各
社
、
求
め
る

人
物
像
が
違
って
い
て
、
た
と
え
ば
当

社
な
ど
の
よ
う
に
店
頭
販
売
の
あ
る

会
社
は
、専
門
学
校
卒
の
専
門
性
、若

さ
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
は
売
り
に
な
り
ま

す
。ま
た
専
門
学
校
は
実
学
重
視
で
、

２
年
で
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
の

資
格
を
取
っ
た
り
、
航
空
端
末
な
ど

旅
行
会
社
特
有
の
機
械
が
扱
え
た

り
と
、
即
戦
力
と
し
て
の
期
待
も
あ

り
ま
す
。

　

一
方
、
多
少
漠
然
と
し
て
い
ま
す

が
、採
用
側
か
ら
見
る
と
、観
光
系
も

含
め
た
大
学
卒
の
方
に
は
何
ら
か
の

課
題
を
前
に
し
て
、な
ぜ
そ
う
な
る
の

か
な
ど
と
、『
自
分
で
考
え
る
癖
』が

つい
て
い
る
人
材
が
多
い
よ
う
な
気
が

ま
す
。

　

２
番
目
は
、旅
行
業
の
知
識
で
す
。

従
来
か
ら
国
内
外
の
地
理
や
温
泉

地
・
観
光
地
な
ど
に
つい
て
知
識
は
必

要
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
は

地
域
固
有
の
観
光
知
識
、
地
元
に
密

着
し
た
実
学
的
な
知
識
も
求
め
ら

れ
ま
す
。旅
行
業
が
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
目
的
地
へ
お
連
れ
す
る「
発
地

型
ビ
ジ
ネ
ス
」だ
け
で
な
く
、
地
域
行

政
や
企
業
と
連
携
し
て
国
内
外
か
ら

の
観
光
客
を
受
け
入
れ
る「
着
地
型

ビ
ジ
ネ
ス
」に
も
力
を
入
れ
て
展
開
し

て
い
る
か
ら
で
す
。

　

３
番
目
は
、
既
成
概
念
に
捉
わ
れ

な
い
発
想
が
で
き
る
、
つ
ま
り『
豊
か

な
想
像
力
』を
持
つ
こ
と
で
す
。旅
行

会
社
イ
コ
ー
ル
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
販
売

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。例
え
ば
Ｊ
Ｔ
Ｂ

グ
ル
ー
プ
で
は
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
様
や
三

洋
電
機
様
な
ど
、他
業
種
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョン
で
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
国
内

の
企
業
同
士
で
争
う
の
で
は
な
く
、

業
界
の
垣
根
も
越
え
て
日
本
全
体
で

世
界
に
P
R
す
る
時
代
。そ
う
し
な

い
と
諸
外
国
に
は
勝
て
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
大
学
な
ど
で
観

光
業
に
関
し
て
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と

は
と
て
も
大
切
で
す
。ど
の
業
界
も

即
戦
力
を
求
め
る
時
代
。大
学
の
授

業
に
加
え
て
、早
い
段
階
で
企
業
・
業

J
T
B
の
求
め
る
人
物
像

株式会社JTB西日本
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桜井　敏晴さん

第
5
回

進 路 の ヒ ント

国際・教養・
外国語系特集２

＋
観光・文化

P r o f i l e
2001年京都大学経済学部
経済学科卒業後、株式会社
ジェイティービー入社。2008
年6月より現職。大阪府立天
王寺高等学校出身。
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ＨＳＫ　2010年試験日程
受験日 10月17日（日） 11月14日（日） 12月5日（日）

実施試験 筆記 筆記・口試 筆記

受験地
東京・名古屋・大阪・ 

京都・金沢・札幌・岡山・ 
広島・大分・福岡・沖縄

東京・大阪
東京・名古屋・大阪・ 

京都・金沢・札幌・岡山・ 
広島・大分・福岡・沖縄

申込受付期間 平成22年7月１日（木）～ 
平成22年9月17日（金）

平成22年8月1日（日）～ 
平成22年10月14日（木）

平成22年9月1日（水）～ 
平成22年11月5日(金）

世界から注目される中国
2010年、中国は経済の分野で日本を追い越し、アメリカに次いで第2位のＧＤＰ（国内総生
産）を実現するとみられています。中国のＧＤＰ成長率は、1979年から2008年までの30年
間で、年平均9.8％に達しました。中国が世界的金融危機を乗り越え、高成長の持続に成功
したことにより、そのグローバル経済大国としての地位は不動のものとなり、世界からの注目を
受けているのです。

唯一の世界標準中国語テスト「ＨＳＫ」
ＨＳＫは、中国政府教育部（日本の文部科学省に相当）が認定
する中国語の語学検定試験で、世界全域（５０カ国）で実施さ
れています。このため、ＨＳＫ証書は、中国において、中国語能
力の公的な証明として通用し、中国留学や就職にも活用されて
います。

詳しくは、 Ｗｅｂで検索！

実施/ＨＳＫ日本実施委員会・社団法人日本青少年育成協会
TEL/03-3268-6601　E-mail/hsk@jyda.jp
主催/中国国家HSK委員会　　
後援/中華人民共和国教育国際交流会

中華人民共和国駐日本国大使館教育処
中華人民共和国駐大阪総領事館
一般財団法人基礎力財団

HSK

教
科
書
の
な
か
っ
た
時
代
か
ら
、

英
語
プ
ラ
ス
中
国
語
の
時
代
へ

い
ま
英
語
は
、
世
界
の
公
用
語
と

呼
ば
れ
、
良
し
悪
し
は
別
に
し
て
、
英

語
で
な
け
れ
ば
世
界
の
人
々
が
お
互
い

に
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
取
れ
な
い
状
況

に
なって
い
ま
す
。

一
方
で
、
2
0
0
8
年
の
北
京
オ

リ
ン
ピッ
ク
か
ら
2
0
1
0
年
の
上
海

万
博
へ、
急
速
な
経
済
発
展
を
遂
げ
つ

つ
あ
る
中
国
の
存
在
感
は
、
高
ま
る一

方
で
す
。
沿
岸
部
と
内
陸
部
の
所
得

格
差
を
ど
う
解
決
す
る
か
、
漢
族
と

少
数
民
族
の
融
和
を
ど
う
図
って
い
く

か
な
ど
、
難
し
い
問
題
を
い
ろ
い
ろ
抱

え
て
い
る
と
は
い
え
、
中
国
が
ア
メ
リ
カ

や
ロ
シ
ア
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
重
要
な

地
位
を
、
国
際
社
会
で
占
め
る
こ
と
に

な
る
の
は
そ
ん
な
に
遠
い
将
来
の
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。「
英
語
は
で
き
て

当
た
り
前
、
中
国
語
が
話
せ
な
け
れ

ば
、
世
界
に
通
用
し
な
く
な
る
」
と
い

う
時
代
は
、
も
う
そ
こ
ま
で
来
て
い
る

の
で
す
。

私
が
初
め
て
中
国
語
を
学
ん
だ
の

は
、
新
中
国
が
成
立
し
て
４
年
目
の

1
9
5
3
年
4
月
で
す
か
ら
、
も
う

半
世
紀
以
上
も
昔
の
こ
と
で
す
。
当

時
は
ま
と
も
な
教
科
書
も
な
く
、
ま

し
て
音
声
教
材
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
か
ら
、
手
探
り
状
態
で
学
ぶ

時
期
が
し
ば
ら
く
続
き
ま
し
た
。
中

国
文
学
専
攻
が
決
まった
３
回
生
の
4

月
、
吉
川
幸
次
郎
先
生
の
研
究
室
で
、

先
生
か
ら
２
週
間
に
わ
たって
、
毎
朝
、

発
音
の
特
訓
を
受
け
た
の
も
、
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

そ
れ
か
ら
半
世
紀
、
今
で
は
中
国

政
府
が
、
中
国
語
教
育
を
推
進
し
、

中
国
文
化
を
世
界
に
広
め
る
た
め
の

機
関
と
し
て
、
孔
子
学
院
を
世
界
の

国
々
に
設
置
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語

に
適
し
た
中
国
語
教
材
を
開
発
す
る

と
と
も
に
、
中
国
語
の
検
定
（
Ｈ
Ｓ

Ｋ
）【
コ
ラ
ム
参
照
】
ま
で
行
って
い
る

の
で
す
か
ら
、
ま
さ
に
隔
世
の
感
が
あ

り
ま
す
。

日
本
人
と
中
国
語

歴
史
的
に
中
国
文
化
の
影
響
を
深

く
受
け
て
来
た
こ
と
、
同
じ
漢
字
を

使
って
き
た
こ
と
も
あって
、
中
国
語
は

日
本
人
に
とって
と
て
も
親
し
み
や
す

い
言
語
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
漢
字
を

見
た
こ
と
も
な
い
国
の
人
、
と
く
に
画

数
の
多
い
漢
字
を
見
る
と
、
そ
れ
だ
け

で
拒
絶
反
応
を
起
こ
し
て
し
ま
う
欧

米
の
人
た
ち
に
比
べ
れ
ば
、は
る
か
に
とっ

つ
き
や
す
く
、
学
ぶ
の
に
も
有
利
で
あ

る
こ
と
は
確
か
で
す
。
簡
体
字
と
繁

体
字
※
の
違
い
は
あ
って
も
、
乗
り
越

え
ら
れ
な
い
壁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
常
に
有
利
に

働
く
と
は
限
ら
な
い
こ
と
も
知
って
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
ん
だ
、
大

し
た
こ
と
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
安
易
に

考
え
る
と
、い
く
つ
も
の
陥
し
穴
が
待

ち
受
け
て
い
る
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
同
じ
漢
字
で
も
日
本

と
中
国
と
で
は
意
味
が
異
な
る
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、「
手
紙
」

は
ト
イ
レッ
ト
ペー
パー
の
こ
と
で
す
し
、

「
老
婆
」
は
奥
さ
ん
で
、「
娘
」
は
お

母
さ
ん
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

ど
こ
か
で
聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
う
い
う
例

は一度
聞
い
た
ら
、
す
ぐ
に
覚
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
難
し
いの
は
意
味
が
微

妙
に
ズ
レ
て
い
る
場
合
な
の
で
す
。
た

と
え
ば
「
重
大
」
と
い
う
熟
語
。
日

本
語
で
は
「
責
任
重
大
」
と
か
「
重

大
な
過
ち
を
犯
す
」
と
い
う
よ
う
な

表
現
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
も
た

ら
す
結
果
が
極
め
て
深
刻
な
ニュア
ンス

を
持
つ
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
中
国

語
に
は
そ
う
し
た
ニュア
ン
ス
は
必
ず
し

も
あ
る
と
は
い
え
な
いの
で
す
。
と
こ
ろ

が
「
重
大
」
と
い
う
言
葉
を
含
む
中

国
語
、
た
と
え
ば
「
具
有
重
大
的
现

实
意
义
」
を
日
本
語
に
翻
訳
す
る
時
、

つい
原
文
に
引
き
ず
ら
れ
て
「
重
大
な

現
実
的
意
義
を
も
って
い
る
」
と
訳
し

て
し
ま
う
の
で
す
。
中
国
語
の
辞
書
で

さ
え
、
え
て
し
て
こ
う
し
た
誤
り
が
見

ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
安
易
な
翻
訳
は
、
専
門

家
で
も
つい
犯
し
て
し
ま
い
が
ち
な
過

ち
で
す
。
日
本
語
に
も
中
国
語
に
も

同
じ
漢
字
の
熟
語
が
使
わ
れ
て
い
る
場

合
、つい
そ
の
漢
字
に
引
き
ず
ら
れ
て
、

双
方
のニュア
ンスの
違
いに
気
づ
か
ぬ
ま

ま
訳
し
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
起
こ
る
ミ

ス
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
同
じ
漢
字
を

使
って
い
る
と
い
う
有
利
さ
が
、
こ
こ
で

は
逆
に
不
利
に
働
く
の
で
す
。

漢
詩
と
朗
唱

中
国
語
の
最
大
の
特
徴
は
、
何
と

いって
も
そ
の
独
特
の
リ
ズム
に
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
中
国
語
学
習
で
は
、
音

声
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
て
も
重

要
に
な
り
ま
す
。

と
り
わ
け
漢
詩
は
、
訓
読
だ
け
で

は
な
く
、
音
読
、
そ
れ
も
朗
唱
し
て
こ

そ
中
国
語
独
特
のニュア
ンス
や
押
韻
の

も
た
ら
す
効
果
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
中
国
の
大
学
に
は
、

た
い
て
い
朗
唱
ク
ラ
ブ
が
あ
って
、
彼
ら

の
朗
唱
を
聴
い
て
い
る
と
、
漢
詩
は
読

む
も
の
で
は
な
く
、
耳
で
聴
い
て
味
わ

う
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら

れ
ま
す
。

か
つ
て
韓
国
と
ベ
ト
ナ
ム
の
留
学
生

が
、
杜
甫
の
詩
を
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
言

葉
で
朗
唱
す
る
の
を
テ
レ
ビ
で
聴
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
韓
国
語
に

も
ベ
ト
ナ
ム
語
に
も
杜
甫
が
生
き
た
唐

代
の
音
が
現
在
も
生
き
残
って
い
る
こ

と
に
感
動
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

韓
国
も
ベ
ト
ナ
ム
も
、
現
在
は
漢
字
を

使
って
い
ま
せ
ん
が
、両
国
の
言
語
に
は
、

今
も
唐
代
の
漢
字
音
が
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ

た
か
ら
で
す
。

日
本
で
は
訓
読
と
い
う
漢
文
直
訳

法
が
普
及
し
た
た
め
に
、漢
文
や
漢
詩

の
も
つ
音
声
的
な
美
し
さ
は
あ
ま
り

注
目
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
江

戸
時
代
の
漢
学
者
の
中
に
は
、
荻
生

徂
徠
の
よ
う
に
音
読
の
大
切
さ
を
認

識
し
て
い
た
人
も
い
ま
し
た
。
彼
は
崎き

陽よ
うの

学
（
長
崎
の
学
問
）つ
ま
り
漢
詩

文
を
中
国
語
で
読
む
こ
と
を
重
視
し
、

み
ず
か
ら
も
日
本
に
来
て
い
た
中
国
人

僧
侶
か
ら
中
国
語
を
学
び
、
漢
文
・

漢
詩
を
訓
読
で
な
く
中
国
語
で
読
む

こ
と
を
主
張
し
た
の
で
す
。
当
時
と
し

て
は
ま
さ
に
画
期
的
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
彼
の
作
る
漢
詩
文
に
和
臭
が
少

な
く
、
中
国
の
古
典
の
注
釈
が
他
の

漢
学
者
に
比
べて
と
て
も
正
確
な
の
は

そ
の
た
め
で
す
。

中
国
語
の
発
音
や
抑
揚
を
身
に
つ

け
る
に
は
、
英
語
の
リ
スニン
グ
同
様
、

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
発
音
や
リ
ズ
ム
を
何
度

も
繰
り
返
し
聞
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
本
人
に
とって
き
わ
め
て
難
し
い

発
音
も
、い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。《
n
》

と
《
n
g
》
の
区
別
な
ど
は
そ
の一つで
、

私
は
今
で
も
苦
手
に
し
て
い
ま
す
。もっ

と
も
こ
れ
は
中
国
人
で
も
出
身
地
に

よって
は
難
し
い
ら
し
く
、
私
の
知
人
の

張
蘭（
Z
h
a
n
g 

L
a
n
）さ
ん
は
、

中
学
生
の
時
、
地
方
出
身
の
先
生
に

「　

螂
」（
Z
h
a
n
g 

L
a
n
g
）

（
ゴ
キ
ブ
リ
）
と
呼
ば
れ
て
以
後
、
同

級
生
か
ら
ゴ
キ
ブ
リ
と
か
ら
か
わ
れ
、

親
に
つ
け
て
も
ら
っ
た
自
分
の
名
前
が

嫌
い
に
なった
と
い
う
話
を
し
て
く
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

２
０
０
０
年
以
上
の
交
流
を
思
う

私
は
文
化
大
革
命
が
起
こ
る
直
前

に
、
上
海
外
国
語
学
院
で
２
年
間
、

中
国
の
学
生
に
日
本
語
を
教
え
て
い
ま

し
た
。
彼
ら
に
とって
難
し
いの
は
、
日

本
語
の
動
詞
の
活
用
や
助
詞
、
そ
し
て

敬
語
で
あ
る
こ
と
ぐ
ら
い
は
、
前
もって

わ
か
って
は
い
ま
し
た
が
、
同
じ
漢
字

を
日
本
語
で
は
呉
音
と
漢
音
の
二
通

り
に
読
み
わ
け
る
こ
と
の
難
し
さ
ま
で

は
気
づいて
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
と
え

ば
西
と
い
う
漢
字
、
関
西
は
カ
ン
サ
イ
、

西
洋
は
セ
イ
ヨ
ウ
と
読
み
分
け
る
の
は

な
ぜ
か
、
そ
こ
に
は
ど
う
い
う
原
則
が

あ
る
の
か
と
私
に
問
い
た
だ
す
の
で
す

が
、「
原
則
は
な
い
」
と
い
う
答
え
に

彼
ら
は
と
ま
ど
う
ば
か
り
で
し
た
。

こ
の
問
題
に
答
え
る
に
は
、
漢
字
の

日
本
伝
来
の
歴
史
か
ら
説
き
起
こ
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
時
代
と

と
も
に
本
家
中
国
の
漢
字
音
が
変
化

し
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に

は
、
日
本
と
中
国
と
の
２
０
０
０
年

以
上
に
わ
た
る
長
い
交
流
の
歴
史
を
学

ぶ
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

奥
が
深
け
れ
ば
深
い
ほ
ど
、
研
究
分

野
は
広
が
り
、
学
ぶ
楽
し
み
も
増
え
て

い
き
ま
す
。中
国
に
関
心
の
あ
る
方
は
、

是
非
中
国
語
を
学
ん
で
、
日
本
語
と

の
違
い
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
簡
体
字
は
、
字
体
を
簡
略
化
し
た
漢

字
で
、中
華
人
民
共
和
国
の
文
字
改
革
に

よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
。繁
体
字
は
そ
れ
ま

で
の
漢
字
を
こ
れ
と
区
別
し
て
言
う
場
合

に
使
わ
れ
る
。

中
国
語
の
ス
ス
メ

中
国
語
の
時
代
が

や
っ
て
く
る

中
国
語
を
世
界
に
普
及
し
、中
国
文
化
を
海
外
へ
紹
介
す
る
た
め
に
、あ
ら
ゆ
る
国
々
に
設
立
さ
れ
つ

つ
あ
る
孔
子
学
院
。わ
が
国
で
そ
の
最
初
の
拠
点
と
な
っ
た
の
が
立
命
館
孔
子
学
院（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

理
事
長
川
口
清
史　

学
校
法
人
立
命
館
総
長
、
立
命
館
大
学
学
長
）。中
国
語
の
将
来
性
と
、
日
本
人

が
中
国
語
を
学
ぶ
に
当
た
っ
て
注
意
す
べ
き
点
な
ど
を
、院
長
の
筧
文
生
先
生
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

立命館大学
孔子学院　院長

筧　文生先生

し
ま
す
。

Q
５
：
旅
行
業
界
は
、
体
力
的
に

も
、精
神
的
に
も
結
構
厳
し
い
勤
務

を
強
い
ら
れ
る
業
界
と
聞
き
ま
す

が
、
桜
井
さ
ん
は
人
間
的
に
ゆ
と

り
の
あ
る
生
活
を
さ
れ
て
い
ま
す

か
。そ
れ
と
離
職
率
は
ど
の
程
度
で

し
ょ
う
か
。

A
５
：
よ
く《
激
務
》と
い
う
言
葉

が
旅
行
業
界
に
対
し
て
使
わ
れ
ま

す
よ
ね
。確
か
に
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
や
、

修
学
旅
行
シ
ー
ズ
ン
に
は
添
乗
の
多

い
時
期
も
あ
り
ま
す
。ま
た
イ
ベン
ト

を
担
当
す
る
と
、昼
夜
を
問
わ
ず
、な

ど
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。し
か

し
J
T
B
は
、
労
務
管
理
を
と
て
も

大
事
に
し
て
い
る
会
社
で
す
。お
客

様
に
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
に
は
、
そ
れ
を
提
供
す
る
自
分
た

ち
も
適
正
な
休
み
を
取
って
心
身
と

も
に
健
康
で
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。ま

た
、
お
客
様
に
最
新
の
情
報
を
お
伝

え
す
る
に
は
、自
分
も
旅
行
を
し
、観

光
に
出
か
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
観
点
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
休
日
・

休
暇
制
度
を
整
え
て
お
り
、
実
際
に

有
給
休
暇
の
取
得
率
も
高
い
。だ
か

ら
そ
の
分
働
い
て
い
る
日
は
忙
し
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。私
自
身
は
、
いつ

渉
外
営
業
を
は
じ
め
旅
行
に
関
す
る

業
務
に
戻
って
も
いい
よ
う
に
、
毎
年

数
回
は
海
外
へ
行
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

離
職
率
は
グ
ル
ー
プ
に
な
って
減
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
理
由
と
し

て
は
、
分
社
化
す
る
前
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
で一

括
採
用
を
し
て
き
た
の
で
、ど
の
地
域

に
配
属
に
な
る
の
か
や
、ど
の
職
種
を

担
当
す
る
の
か
は
入
社
後
ま
で
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。希
望
職
種
で
最

も
多
い
の
は
、『
商
品
企
画
』で
す
が
、

実
際
に
入
社
後
す
ぐ
に
そ
の
職
種
に

就
け
る
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。Ｊ
Ｔ
Ｂ
で
は
商
品
企
画
を
す

る
の
に
必
要
な
能
力
は
、
お
客
様
目

線
で
自
社
商
品
の
特
徴
を
理
解
し
、

よ
り
高
い
満
足
度
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
改
善
し
続
け
る
力
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。そ
の
た

め
に
は
お
客
様
と
直
に
接
す
る
渉
外

営
業
や
店
頭
で
の
営
業
経
験
が
必
要

不
可
欠
な
の
で
す
。

　

し
か
し
現
在
は
、地
域
、マ
ー
ケ
ッ
ト

別
に
会
社
が
分
か
れ
て
い
て
、説
明
会

で
職
種
も
し
っ
か
り
説
明
し
て
い
ま

す
か
ら
、自
分
の
し
た
い
仕
事
に
就
き

や
す
く
な
って
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
添

乗
に
行
って
、
宴
会
場
で
お
客
様
の
ス

リ
ッパ
を
並
べ
た
り
、海
外
で
の
ん
び
り

し
た
風
土
の
国
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
ス

タ
ッ
フ
と一緒
に
な
っ
て
飲
み
物
を
提

供
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。そ
れ
を
思
って
い
た
仕
事
と

は
違
う
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
こ
そ
が
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
の
原
点
で
す
。そ
れ
を
で
き
る
人

が
本
当
の
意
味
で
お
客
さ
ん
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
わ
け
で
す
し
、人
の
見
て

い
な
い
と
こ
ろ
で
も
サ
ー
ビ
ス
の
で
き

る
人
が
後
々
伸
び
て
い
く
人
な
の
で

す
。

Q
６
：
求
め
ら
れ
る
語
学
力
に
関

し
て
。英
語
は
当
然
と
し
て
、
中
国

語
も
で
き
た
方
が
い
い
で
す
か
。

A
６
：
７
月
か
ら
中
国
人
観
光
客
へ

の
ビ
ザ
の
要
件
緩
和（
所
得
制
限
を

10
分
の
１
に
）で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

中
国
か
ら
の
旅
行
客
は
増
え
て
い
く

で
し
ょ
う
か
ら
、
当
然
で
き
た
方
が
い

い
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
れ
だ
け
で
合
格
に
近

づ
く
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

何
度
も
申
し
上
げ
て
い
る
よ
う
に
、選

考
は
あ
く
ま
で
も
人
物
重
視
で
す
。

P r o f i l e
1934年生まれ。57年京都大学
文学部中国文学専攻卒業。62
年同大学大学院文学研究科博
士課程単位取得退学後、同大
学人文科学研究所助手を経て、
64年11月～67年1月上海外国
語学院日本語科外籍教師。京
都大学人文科学研究所助手を
経て、72年4月より立命館大学
文学部助教授、77年より同大
学文学部教授。2005年4月同
大学名誉教授、2010年4月立
命館孔子学院教授に就任。『唐
宋文学論考』（2002年 創文社）、

『唐宋詩文的芸術世界』共著
（2007年　中華書局）など著書
多数。滋賀県立虎姫高校出身。

　孔子学院は、中国語・中国文化を世界
へ発信するための拠点として、2004年
に韓国で設置されたのが最初ですが、その
翌年には立命館孔子学院が設立されまし
た。これが日本で最初の孔子学院です。来
たるべき中国の時代に備えて、立命館大
学における中国語教育や中国文化研究
をしっかり支える体制として、孔子学院が必
要であると、大学が判断したからです。
　孔子学院は、当初は１国１院で１００程度
の国に展開する予定と聞いていましたが、
現在国内では、首都圏の桜美林大学や
早稲田大学、関西ではわれわれの他にも
大阪産業大学など、１２の大学・機関に設
置され、世界ではすでに２８０ケ所を超えて
いると聞いています。各院では、“漢語橋”
と呼ばれる世界中学高校生中国語コン
テストをはじめ、中国語によるカラオケ選手
権や中国語作文コンテストなど、中国語を
学び、中国文化への関心を高めるための
様 な々催しが行われています。

ＨＳＫ（漢語水平考試）は、中国政府教育部（日本の文
部科学省に相当）が認定し、中国国家漢語国際推進事務
室（略称：中国漢弁）が主催する、中国語を母語としない
者を対象とした中国語運用能力の測定試験。中国政府認
定の試験であるため、中国において中国語能力の公的な証
明として通用し、留学や就職・転職の際にも活用されている。
また日本の大学・短大においても、2011年度入試から、ＨＳ
Ｋ資格取得者に対し、点数加算や合否判定の際に考慮す
るなどの評価がされ始めている。

ＨＳＫは、1990年に中国国内で初めて実施され、翌1991
年から世界各国で実施されるようになった。2009年末時点で、
ＨＳＫを実施するテスト機関は、中国国内で46都市129カ所、
海外では161カ所、59の国と地域に分布しており、これまで
延べ60万人以上が受験している。

当初のＨＳＫは、主に中国への留学生のために設計された
もので、言語知識の測定が中心であったが、より多くの中国
語学習者のニーズを満たすため、新ＨＳＫの研究開発が行わ
れ、2010年に全面改定された。新ＨＳＫでは、あらゆるレベル
の学習者に対応できるよう試験難易度の幅を広げ、受験生
が中国語を運用し、実際にコミュニケーションを行う能力を測定・
評価することを重視している。さらに、ヨーロッパにおける外国
語学習者の能力評価時の共通基準であるＣＥＦ（ヨーロッパ
言語共通参照枠組み）と合致するように設計されたため、欧
米各国の外国語テストとの難易度比較が容易になった。
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京
都
文
教
大
学
の
取
組

学
ん
で
、伝
え
て
、

創
造
す
る

森
先
生
／
「
修
学
旅
行
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
宇
治
市

に
来
て
く
れ
る
高
校
生
向

け
の
体
験
型
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
、
大
学
が
宇
治

市
観
光
協
会
や
商
店
街
な

ど
地
域
と
協
力
し
て
開
発

し
た
も
の
で
す
。サ
ポ
ー
ト

す
る
の
は
主
に
大
学
生
ス

タ
ッ
フ
。テ
ー
マ
毎
の
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
、
商
店
街
で

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
た

り
、
宇
治
の
地
域
文
化
で
あ

る
宇
治
茶
の
世
界
に
触
れ

た
り
、
和
菓
子
職
人
や
鵜
匠

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
に

挑
戦
し
ま
す
。

  

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
け

で
は
終
わ
ら
な
い
よ
う
に
、

地
域
開
発
の
問
題
を
景
観

問
題
か
ら
考
え
る
な
ど
、
高

校
生
が
自
ら
考
え
る
き
っ

か
け
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
は

ま
と
め
学
習
を
行
い
、
自
分

た
ち
の
気
づ
き
・
発
見
を
他

チ
ー
ム
の
人
達
に
発
表
し
、

大
学
教
員
の
講
評
を
受
け

ま
す
※
2
。	

坪
田
さ
ん
／
地
域
連
携
と

そ
野
が
広
が
り
に
く
い
。そ

こ
で
、
試
合
観
戦
に
行
っ
て

球
場
周
辺
で
安
く
て
お
い

し
い
食
事
を
す
る
と
か
、
文

化
や
歴
史
ツ
ア
ー
を
す
る

と
い
っ
た
よ
う
に
、
ス
ポ
ー

ツ
を
起
爆
剤
に
し
て
人
の

交
流
を
増
や
せ
な
い
か
、
各

方
面
へ
働
き
か
け
て
い
ま

す
。

森
先
生
／
地
域
密
着
型
の

ス
ポ
ー
ツ
は
大
き
な
地
域

貢
献
を
し
て
い
ま
す
が
、
経

営
的
に
は
苦
し
い
と
聞
き

ま
す
。ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

と
結
び
付
く
こ
と
で
、
地
域

の
幅
広
い
産
業
が
活
性
化

す
る
と
い
い
で
す
ね
。し
か

も
ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
だ
と
、

先
日
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

で
も
感
じ
ま
し
た
が
、
若
い

人
も
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で

す
か
ら
、
将
来
も
楽
し
み
で

す
。

坪
田
さ
ん
／
ス
ポ
ー
ツ
に

は
人
を
動
か
す
す
ご
い
力

地
域
貢
献
が
同
時
に
な
さ

れ
て
い
て
、
大
学
と
地
域
が

ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い

く
よ
い
関
係
で
す
ね
。学
生

ス
タ
ッ
フ
は
何
人
で
す
か
？

森
先
生
／
全
学
科
の
学
生

対
象
で
、
今
年
は
30
人
程
で

す
。学
生
に
は「
学
ん
で
、
伝

え
て
、
創
造
す
る
」の
、
3
つ

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と

言
っ
て
い
ま
す
。高
校
生
に

教
え
る
立
場
に
な
る
わ
け

で
す
か
ら
、
ま
ず
し
っ
か
り

と
学
ぶ
。学
ん
だ
こ
と
を
土

台
に
し
て
伝
え
る
こ
と
で
、

初
め
て
行
動
を
起
こ
せ
る
。

学
生
一
人
一
人
の
行
動
が
、

地
域
の
人
々
と
の
交
流
に
つ

な
が
り
、
地
域
で
生
き
る
新

た
な
視
点
や
観
光
の
ス
タ

イ
ル
を
生
み
出
し
て
い
き

ま
す
。

坪
田
さ
ん
／
観
光
振
興
や

地
域
づ
く
り
を
行
う
時
に

大
切
に
す
べ
き
こ
と
と
同

じ
で
す
ね
。

森
先
生
／
８
月
に
は
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
沿
っ
て
、

修
学
旅
行
生
と
同
様
、
修
学

旅
行
や
総
合
学
習
の
指
導

者
で
あ
る
小
中
高
の
先
生

方
に
も
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
教

員
免
許
状
更
新
講
習
も
行

い
、
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

ス
ポ
ー
ツ
観
光
と
は

森
先
生
／
坪
田
さ
ん
は
ス

ポ
ー
ツ
観
光
推
進
室
長
で

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
官

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
具
体

的
に
は
ど
の
よ
う
な
お
仕

事
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す

か
？

坪
田
さ
ん
／
ニ
ュ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
は
文
化
、ヘ
ル
ス
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な

ど
色
々
あ
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ

も
そ
の
一
つ
で
す
。元
々
ス

ポ
ー
ツ
に
は
観
戦
ツ
ア
ー

や
ス
キ
ー
な
ど
、
旅
行
の
側

面
も
あ
り
ま
す
が
、
目
的
が

は
っ
き
り
し
て
い
る
分
、
す

が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。た
だ

そ
れ
だ
け
で
は
足
り
な
く

て
、
や
は
り
ス
ポ
ー
ツ
を
し

た
り
見
た
り
す
る
き
っ
か

け
と
場
と
パ
ー
ト
ナ
ー
を

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
た
め
の

環
境
整
備
は
行
政
が
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。た
と
え

ば
、
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
で
も

観
戦
で
き
る
マ
ル
チ
ス
ポ
ー

ツ
パ
ス
の
よ
う
な
も
の
と

か
、
仲
間
と
フ
ッ
ト
サ
ル
を

し
よ
う
と
思
っ
た
時
に
簡

単
に
近
所
で
場
所
が
検
索

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
で

す
。今
は
仕
掛
け
づ
く
り
を

し
て
い
る
真
最
中
で
す
。

森
先
生
／
観
戦
す
る
だ
け

で
な
く
、
地
元
の
人
や
選
手

と
交
流
で
き
る
と
さ
ら
に

楽
し
そ
う
で
す
ね
。ス
ポ
ー

ツ
観
光
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

若
者
で
す
か
？

坪
田
さ
ん
／
若
者
の
旅
離

れ
を
防
ご
う
と
い
う
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
別
に
あ
り
ま

す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
観
光
は
幅

広
い
世
代
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト

で
す
。家
族
旅
行
の
経
験
が

少
な
い
と
大
人
に
な
っ
て
か

ら
旅
行
を
し
な
い
と
い
う

デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

ま
ず
は
子
育
て
世
代
が
旅

し
や
す
く
し
よ
う
と
い
う

の
も
あ
り
ま
す
。シ
ニ
ア
世

代
も
狙
い
目
で
す
。草
野
球

か
ら
ゴ
ル
フ
ま
で
、
仕
掛
け

を
色
々
作
る
。最
終
的
に
は

若
者
に
「
面
白
そ
う
だ
な
、

お
じ
さ
ん
に
負
け
ず
に
自

分
た
ち
も
や
ろ
う
」
と
思
っ

て
も
ら
え
た
ら
い
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

わ
く
わ
く
す
る

観
光
の
現
場
を

森
先
生
／
よ
く
学
生
に
「
お

金
も
う
け
が
観
光
の
目
的

と
思
っ
て
い
な
い
？　

本

当
は
観
光
っ
て
、
地
域
を
元

気
に
し
た
り
、
人
を
育
て
た

り
、
人
に
感
動
を
与
え
た
り

す
る
わ
く
わ
く
す
る
も
の

な
ん
だ
よ
」
と
話
し
て
い
ま

す
。

坪
田
さ
ん
／
ま
さ
に
“
感

幸
”
で
す
ね
。人
の
喜
び
を

自
分
の
喜
び
に
で
き
る
と

い
う
か
、
自
分
の
生
き
が
い

を
そ
こ
に
お
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
人
と
の
交
流
に
も

積
極
的
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

森
先
生
／
た
だ
、
現
場
に

行
っ
て
現
場
で
考
え
る
の

は
大
事
で
す
が
、
そ
れ
だ
け

で
終
わ
っ
て
ほ
し
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。で
き
れ
ば
世
界

の
中
で
自
分
が
ど
の
位
置

に
立
っ
て
い
る
か
を
意
識
し

て
動
け
る
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
。最
近
の
学
生
は
内
向
き

に
な
り
が
ち
で
す
が
、
経
済

活
性
化
の
た
め
に
外
国
人

を
日
本
に
た
く
さ
ん
招
い

て
も
、
招
く
側
に
外
向
き
の

メ
ン
タ
リ
テ
ィ
が
な
か
っ
た

ら
も
て
な
す
こ
と
が
で
き

ず
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て

も
ら
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

坪
田
さ
ん
／
来
て
も
ら
う

だ
け
だ
と
そ
れ
で
終
わ
り

で
す
。も
て
な
す
側
に
も
交

流
を
通
じ
て
自
分
が
成
長

す
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ

を
理
解
し
た
上
で
、
真
の
交

流
マ
イ
ン
ド
を
育
て
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

森
先
生
／
元
々
フ
ィ
リ
ピ

ン
研
究
が
専
門
の
私
が
「
観

光
」
と
い
う
専
門
外
の
こ
と

を
や
ろ
う
と
思
っ
た
の
は
、

理
屈
な
し
で
楽
し
い
現
場

　宇治川の鵜飼で活躍中の
現役女性鵜匠・江﨑洋子さん。
学内スタッフとして働いている。

「お昼休みに鵜に餌をやりに
いくこともあります」。
　この他にも、平等院の住職
が京都文教短期大学へ教え
にきていたり、逆に学生が講師
になって、宇治橋通り商店街
内のサテライトキャンパスでフラ
ワーアレンジメントを教えたりと、
大学全体で地域と深くつながっ
ている。

観光庁　スポーツ観光推進室長
ニューツーリズム推進官

（兼　観光地域振興部観光地域振興課地域競争力
強化支援室長）

坪田　知広さん
P r o f i l e
1969年福井県生まれ。1992年文部省入省。高等
教育局私学行政課を振り出しに、係長・課長補佐
として放送大学、社会教育、国際交流、スポーツ
など多様な部署を経験。愛知県警察本部少年課
長、文化庁芸術文化課課長補佐、文部科学省生
涯学習政策局政策課課長補佐、三重県教育委
員会総括室長（教育次長（学校教育担当））、文
部科学省科学技術・学術政策局企画官を経て、
2009年国土交通省観光庁観光地域振興課地
域競争力強化支援室長。2010年1月より現職。

観光の現場で本物の
コミュニケーション力と
感性を養う

に
ま
ず
は
学
生
た
ち
を
連

れ
出
そ
う
と
思
っ
た
か
ら

で
す
。人
と
出
会
っ
て
、
美

味
し
い
も
の
や
珍
し
い
も

の
を
食
べ
る
と
い
う
楽
し

い
現
場
で
、
そ
の
奥
に
あ
る

現
場
の
工
夫
や
苦
労
を
学

び
、
少
し
し
ん
ど
い
こ
と
を

体
験
し
て
も
ら
う
。も
て
な

し
の
心
は
、
自
分
も
楽
し
ん

で
、
面
白
が
る
こ
と
が
で
き

る
面
が
あ
る
と
思
う
の
で
、

そ
の
心
を
学
生
に
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
の
で
す
。

※
１　

こ
れ
ま
で
、
宮
城
、
北
海
道
、
埼

玉
、
広
島
、
秋
田
、
東
京
か
ら
８
校
、
約

1
0
0
0
人
の
中
高
生
が
参
加
し
て
い

る
。主
に
高
校
生
が
中
心
だ
が
、
昨
年
か
ら

は
中
高
一
貫
校
の
秋
田
県
立
横
田
星
稜
学

院
中
学
校
の
３
年
生
を
特
別
に
受
け
入
れ

て
い
る
。

※
２　

参
加
校
に
は
学
生
が
作
っ
た
基
礎

資
料
等
（
左
写
真
）を
使
っ
た
事
前
学
習
を

依
頼
し
て
い
る
。今
年
は
、
先
生
と
ゼ
ミ
生

と
で
秋
田
県
ま
で
行
っ
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
な
ど
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る

予
定
。事
前
学
習
、
修
学
旅
行
、
事
後
学
習

が
理
想
の
形
。宇
治
で
学
ん
だ
こ
と
を
踏

ま
え
て
、地
元
の
問
題
を
考
察
し
、レ
ポ
ー

ト
を
ま
と
め
て
く
れ
た
中
学
生
も
い
る
。

い
ま
求
め
ら
れ
る

人
材
と
は

森
先
生
／
観
光
庁
で
は
ど

の
よ
う
な
人
材
を
求
め
て

い
る
の
で
す
か
？

坪
田
さ
ん
／
本
物
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
人

で
す
ね
。色
々
な
話
の
展
開

が
で
き
る
人
、
こ
ん
な
面
白

い
こ
と
が
あ
っ
た
か
！
と
気

付
か
せ
て
く
れ
る
よ
う
な

人
が
い
る
と
重
宝
さ
れ
ま

す
。

森
先
生
／
最
近
は
、
わ
く

わ
く
し
た
り
、
面
白
が
っ
た

り
、
驚
い
た
り
と
い
う
、
感

性
の
ス
イ
ッ
チ
が
オ
フ
の

ま
ま
の
若
者
が
増
え
て
い

る
気
が
し
ま
す
。し
か
し
感

性
は
社
会
の
ど
の
分
野
で

活
躍
す
る
に
し
て
も
必
要

で
す
か
ら
、
本
学
で
は
や
は

り
、
面
白
い
と
思
え
る
感
性

を
持
っ
て
、
そ
の
面
白
さ
を

自
己
満
足
に
終
わ
ら
せ
る

の
で
は
な
く
、
人
に
伝
え
社

会
に
広
げ
て
い
け
る
行
動

力
の
あ
る
学
生
を
育
て
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の

た
め
、
あ
く
ま
で
も
現
場
主

義
教
育
に
こ
だ
わ
り
、
座
学

だ
け
で
は
学
べ
な
い
こ
と
を

学
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

商
店
街
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ
て
、

地
域
の
方
々
と
の
交
流
が

盛
ん
で
す
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
に
つ
い
て
は

十
分
鍛
え
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。4
年
間
で
見
違

え
る
よ
う
に
な
っ
て
卒
業

し
て
い
く
学
生
を
見
て
い

る
と
、
学
生
の
可
能
性
は
無

限
大
だ
と
感
じ
ま
す
。し
か

し
最
近
は
、
自
分
の
可
能
性

や
能
力
を
認
め
る
こ
と
が

苦
手
な
学
生
も
多
く
て
、
本

当
に
も
っ
た
い
な
い
と
思
い

ま
す
。

坪
田
さ
ん
／
日
本
自
体
も

同
じ
状
態
で
す
ね
。い
い
も

の
が
あ
る
の
に
、
謙
虚
と
い

う
か
、
遠
慮
深
い
と
い
う

か
。

森
先
生
／
こ
れ
か
ら
の
日

本
に
と
っ
て
、
科
学
力
や
技

術
力
、
も
の
づ
く
り
の
力
も

も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
そ

れ
を
売
る
力
が
な
い
と
、
素

晴
ら
し
い
モ
ノ
で
も
錆
び

て
し
ま
う
。海
外
に
ア
ピ
ー

ル
し
た
り
、
別
の
も
の
と
つ

な
げ
た
り
す
る
た
め
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や

も
て
な
し
の
心
が
も
っ
と
必

要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

坪
田
さ
ん
／
今
の
若
い
人

も
、
変
に
構
え
て
し
ま
わ
ず

に
、
失
敗
し
て
も
失
う
も
の

は
少
し
ぐ
ら
い
の
気
構
え

で
、
も
っ
と
野
心
を
燃
や
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。あ
ま
り

根
拠
が
な
く
て
も
、
や
れ
ば

で
き
る
ぐ
ら
い
の
自
信
を

持
て
ば
い
い
。

　

観
光
振
興
も
、
人
づ
く
り

に
か
か
っ
て
い
る
面
が
大
き

い
で
す
か
ら
、
今
後
も
た
く

さ
ん
の
優
秀
な
学
生
さ
ん

を
世
に
送
り
出
し
て
く
だ

さ
い
。

京都文教大学
人間学部文化人類学科
准教授

森　正美先生
P r o f i l e
1966年三重県生まれ。三重大学人文
学部文化学科卒業。国立フィリピン大
学アジアセンター修士課程留学を経て、
1997年筑波大学大学院歴史・人類学
研究科（博士課程）文化人類学専攻単
位取得満期退学。専門は文化人類学
と東南アジア地域（フィリピン）研究。法
と政治の人類学を研究テーマに、現地
での調査研究などを行う。また宇治市を
中心とした地域活動にも参加している。

修
学
旅
行
で
宇
治
市
を
訪
れ
る
高
校
生
を
大
学
生
が
中

心
と
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
﹁
修
学
旅
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂

※
１
を
、
2
0
0
6
年
か
ら
行
っ
て
い
る
京
都
文
教
大
学
。

源
氏
物
語
や
鵜
飼
、お
茶
な
ど
の
テ
ー
マ
ご
と
に
、フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
10
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

用
意
し
て
、宇
治
の
各
地
へ
高
校
生
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

＂
観
光
＂と
い
う
切
り
口
か
ら
学
べ
る
こ
と
、
ま
た＂
観
光
＂

の
可
能
性
に
つ
い
て
、修
学
旅
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

の
人
間
学
部
文
化
人
類
学
科
の
森
正
美
先
生
を
観
光
庁

ス
ポ
ー
ツ
観
光
推
進
室
長
坪
田
知
広
さ
ん
が
訪
れ
、観
光
、

教
育
、地
域
振
興
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
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京
都
産
大
を

　
　知
ろ
う
！

オープンキャンパス
公募推薦
対策講座

一般入試
対策講座

英語ステップアップ編
9/19（日）
10：00～16：30（9：30～受付）
内容　●公募推薦入試「模擬試験」（英語）
　　　●一般入試対策講座（英語）
　　　●高1・2年生対象英語講座
　　　●学部学科紹介
　　　●模擬授業・研究室公開など

事前申込不要・入退場自由
アンケート回答者に入試問題集・願書・
オリジナルグッズをプレゼント！

●日程・会場

●日程・会場

開催日
10月 9日（土）
10月16日（土）
10月17日（日）
10月 3日（日）
10月10日（日）
10月 9日（土）
10月11日（祝）
10月 2日（土）
10月10日（日）

開催地
津
京都
大阪
神戸
和歌山
奈良
岡山
高松
徳島

会　場
ホテルグリーンパーク津
京都産業大学（6号館）
梅田スカイビル（ステラホール）
三宮研修センター
和歌山県民文化会館
奈良商工会議所
岡山コンベンションセンター（ママカリフォーラム）
アルファあなぶきホール（香川県県民ホール）
あわぎんホール

開催日
12月12日（日）
12月18日（土）
12月11日（土）
12月19日（日）
12月23日（祝）

開催地
草津
京都
大阪北
大阪南
神戸

会　場
ホテルボストンプラザ草津
京都産業大学（6号館）
阪急グランドビル
難波御堂筋ホール
三宮研修センター

開催時間
13：00～16：30
事前申込不要・
入退場自由

開催時間
13：00～17：30
事前申込不要・
入退場自由

一般入試の英語・国語・日本史・世界史対策講座を実施。

お問い合わせ先

公募推薦入試の英語・国語・数学（京都会場のみ）対策講座を実施。

本番に向けて、実力UPを図ろう！

社会人基礎力育成グランプリ2010
準大賞を受賞！

目
に
見
え
な
い
世
界
遺
産
と
し
て
古
典
の
魅
力
を
発
信
す
る
　

万
葉
集
ゆ
か
り
の
地
を

紹
介
す
る

　

日
本
古
典
文
学
を
研

究
す
る
小
林
ゼ
ミ
に
、

平
城
遷
都
1
3
0
0
年

に
向
け
、
万
葉
集
ゆ
か

り
の
地
と
し
て
「
山
城

地
域
※
」
を
P
R
す
る
冊

子
を
作
り
た
い
と
の
依

頼
が
舞
い
込
ん
だ
。
ま

ず
メ
ン
バ
ー
6
人
が
取

り
か
か
っ
た
の
は
、
約

4
5
0
0
首
あ
る
歌
の

中
か
ら
、
山
城
地
域
に
関

す
る
歌
を
選
ぶ
作
業
。地

元
に
あ
っ
た
の
は
15
の

歌
碑
の
み
。
都
が
あ
っ

た
恭
仁
京
時
代
を
中
心

大学生らが教育活動を通して課題に挑戦し、「社会人基礎力」の育成度
合いを競う「社会人基礎力育成グランプリ」（経済産業省主催）で、見事、
準大賞を受賞した京都産業大学文化学部の小林一彦ゼミ。観光用パンフ
レットを作成したゼミの活動成果が「社会でも通用する」と認められた結
果だ。冊子作りを通して学んだことや苦労したことなどについて小林先生
とゼミの４人の先輩にお聞きしました。

完成した冊子は市役所やJR奈良
線沿線の駅やホテルに5000部
設置。あっという間に在庫がなくな
り、急遽1万部増刷された。

小林　一彦先生
私たちは一人では生きていけない。み
んなで歯車を回して社会を作っている
のだから、自信を持って大きな歯車に
なり、大きく社会を動かす人になってほ
しい。

文化学部・小林一彦ゼミ京都産業大学の取組

に
、
文
献
や
解
説
本
で

い
く
通
り
も
の
解
釈
を

つ
き
あ
わ
せ
て
1
0
0

首
ほ
ど
を
選
ん
だ
。

E
x
c
e
l
で
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
に
は
、『
情

報
処
理
実
習
』
の
講
義
が

役
立
っ
た
。

※
南
は
奈
良
県
、
東
は
滋
賀
県
と
三
重

県
、
西
は
大
阪
府
と
接
す
る
京
都
府
の

南
部
に
あ
た
る
地
域
。

小
林
先
生
：
ゼ
ミ
の
モ
ッ

ト
ー
は
、
古
典
を
題
材

に
日
本
文
化
と
関
わ
り

な
が
ら
学
問
的
な
知
識

を
高
め
、
社
会
貢
献
（
発

信
）
す
る
こ
と
。異
な
る

も
の
の
見
方
を
知
る
た

め
に
も
、
研
究
は
チ
ー
ム

で
進
め
て
も
ら
い
ま
す
。

彼
ら
は
「
や
ら
ざ
る
を
え

な
い
」
状
況
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
、
無
我
夢
中
で
走

る
う
ち
に
成
長
し
て
き

ま
し
た
。誰
一
人
欠
け
る

こ
と
な
く
、
チ
ー
ム
全
員

が
エ
ー
ス
と
し
て
走
り

き
っ
た
こ
と
も
す
ご
い

と
感
心
し
て
い
ま
す
。

　
　現

場
へ
通
い
つ
め
、

万
葉
び
と
の
思
い
に

寄
り
添
っ
た
日
々
を
糧
に

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
完
成
！

　　

当
初
は
メ
ン
バ
ー
間

で
温
度
差
が
あ
っ
た
も

の
の
、
京
都
府
山
城
広

加藤　奈津美さん
研究成果をマスコミ等に発信すること
で新たに学ぶこともありました。

渡邊　梢さん
せんとくんと一体になって参加した平
城遷都1300年のイベントも、貴重な
経験でした。

末次　俊明くん
大学生活で、高校時代には考えられ
ないくらいの力がつきました！

石田　智視さん
一番のピンチは締め切りが早まった
時。たくさんの人に教えを乞いながら
も、みんなで時間をやりくりして完成さ
せた冊子は、大学生活の宝物です。

域
振
興
局
の
人
た
ち
と

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

行
い
、
冊
子
に
使
う
写
真

を
撮
影
す
る
た
め
に
何

度
も
現
場
へ
通
う
う
ち

に
、
夕
日
が
き
れ
い
な
場

所
や
力
強
い
音
を
た
て

て
流
れ
る
川
、
凝
っ
た
デ

ザ
イ
ン
の
マ
ン
ホ
ー
ル

な
ど
、
や
ま
し
ろ
の
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
が
た

く
さ
ん
見
え
て
き
た
。

　

就
職
活
動
や
資
格
試

験
な
ど
各
人
の
予
定
が

合
わ
な
く
て
、
衝
突
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
。そ
れ
で

も
「
目
の
前
の
こ
と
も
で

き
な
い
の
に
、
こ
れ
か
ら

先
の
こ
と
が
で
き
る
は

ず
な
い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ

が
空
い
た
時
間
に
作
業

を
進
め
、
バ
ト
ン
を
つ
な

い
で
い
く
よ
う
に
し
て
、

冊
子
を
完
成
さ
せ
た
。

小
林
先
生
：
歌
の
解
釈
に

つ
い
て
は
「
知
識
の
無
さ

に
怯
え
る
な
。歌
が
詠
ま

れ
た
地
に
何
度
も
立
っ

た
強
み
を
生
か
せ
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。万

葉
の
人
た
ち
の
考
え
方

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
が
、
い
い
形
で
冊

子
に
現
れ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

先生：「成果を出せばマスコミデ
ビューさせます」。
もちろん今回のメンバーも全員
が新聞、ラジオ、テレビなどでマ
スコミデビューをはたした。

山城地域へは合計30回ほど通った。夕
日の写真を撮りに行って、日没に間に
合わなかったことも。真夏に片道30分
かけて登った仏徳山の道は苦しかった！
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東大合格者座談会

放課後に友達とたわいもないことを話

すのが一番の息抜きでした。

お
す
す
め
の

勉
強
方
法

雨
山
さ
ん
／
私
は
、
暗
記

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も

の
は
絵
を
描
い
て
覚
え
て

い
ま
し
た
。日
本
史
な
ら
、

こ
の
事
件
に
は
だ
れ
と
だ

れ
が
関
連
し
て
い
る
と

い
っ
た
こ
と
を
デ
フ
ォ
ル

メ
し
て
描
く
わ
け
で
す
。

数
秒
で
殴
り
描
き
す
る
。

絵
は
下
手
で
す
が
、
そ
れ

で
も
自
分
の
頭
に
浮
か
ん

で
く
れ
ば
い
い
ん
で
す
。

テ
ス
ト
前
に
や
っ
て
い
て

効
率
が
よ
か
っ
た
の
で
、

受
験
勉
強
に
も
応
用
し
ま

し
た
。一
般
的
に
も
絵
と

一
緒
だ
と
覚
え
や
す
い
と

聞
き
ま
す
か
ら
、
間
違
っ

て
は
い
な
い
は
ず
で
す
。

ち
な
み
に
「
日
本
史
」
は
、

学
校
の
先
生
や
東
大
に
合

格
し
た
先
輩
が
薦
め
て
く

れ
た
問
題
集
を
使
っ
て
、

独
学
し
ま
し
た
。二
次
試

験
対
策
の
記
述
か
ら
入
っ

て
も
セ
ン
タ
ー
並
み
の
知

識
は
つ
い
た
の
で
、
直
前

で
も
あ
き
ら
め
ず
に
繰
り

返
し
解
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

久
保
田
く
ん
／
地
理
歴
史

な
ど
は
書
き
直
す
時
間
が

も
っ
た
い
な
い
と
思
い
、

「
書
き
直
さ
な
い
ぞ
」
と

い
う
気
で
、
ボ
ー
ル
ペ
ン

で
60
字
な
ら
60
字
の
マ
ス

目
に
書
く
練
習
を
し
ま
し

た
。い
き
な
り
書
き
始
め

ず
に
、考
え
を
ま
と
め
て
、

こ
れ
な
ら
書
け
る
と
い
う

状
態
で
書
き
出
す
。そ
の

方
が
書
き
直
す
よ
り
絶
対

に
時
間
が
か
か
り
ま
せ

ん
。会
場
で
も
ボ
ー
ル
ペ

ン
を
使
っ
て
い
る
人
を
見

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、
独
自
の
方
法
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

伊
豆
本
く
ん
／
歴
史
だ
け

で
な
く
、英
単
語
や
物
理
、

化
学
な
ど
で
も
語
呂
合
わ

せ
を
よ
く
使
っ
て
い
ま
し

た
。物
理
の
単
振
動
で
は

A=

−ωX
と
い
う
式
を
使
う

と
う
ま
く
い
き
ま
す
が
、

こ
れ
が
な
か
な
か
覚
え
ら

れ
ず
、
友
達
の
「
ア
ニ
オ

メ
オ
メ
ッ
ク
ス
」
と
い
う

語
呂
合
わ
せ
で
覚
え
ら
れ

ま
し
た
。

岡
さ
ん
／
手
帳
サ
イ
ズ

の
リ
ン
グ
式
の
ノ
ー
ト

で
「
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ノ
ー

ト
」を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

教
科
別
に
ペ
ー
ジ
を
作
っ

て
、
ど
う
し
て
も
覚
え
ら

れ
な
い
公
式
な
ど
を
ま
と

め
て
書
い
て
お
い
て
、
試

験
前
に
確
認
し
て
い
ま
し

た
。リ
ン
グ
式
な
の
で
自

由
に
増
や
せ
ま
す
し
、
覚

え
た
ペ
ー
ジ
は
外
せ
ば
い

い
。試
験
前
に
見
直
し
を

す
る
に
も
役
立
ち
ま
す

し
、
何
よ
り
も
こ
れ
だ
け

や
っ
た
と
い
う
こ
と
が
目

で
確
か
め
ら
れ
て
自
信
が

持
て
ま
し
た
。

金
く
ん
／
物
理
・
化
学
な

ど
は
特
に
、
受
験
範
囲
の

終
わ
っ
た
秋
頃
に
演
習
を

や
り
た
く
な
る
も
の
で
す

が
、そ
の
際
、本
番
と
同
じ

大
問
３
題
ほ
ど
を
自
分
で

選
ん
で
、
東
大
の
答
案
用

紙
を
コ
ピ
ー
し
た
も
の
に

解
く
と
い
い
と
思
い
ま

す
。初
め
は
設
定
時
間
を

長
め
に
し
て
も
構
い
ま
せ

ん
が
、
少
し
ず
つ
短
く
し

て
い
っ
て
、
最
後
は
本
番

よ
り
短
い
時
間
で
解
く
よ

う
に
す
る
。僕
は
冬
頃
か

ら
取
り
組
み
ま
し
た
が
、

か
な
り
解
く
ス
ピ
ー
ド
が

上
が
り
ま
し
た
。東
大
の

回
答
用
紙
は
線
も
何
も
な

く
て
独
特
で
す
か
ら
、
回

答
用
紙
の
使
い
方
の
勉
強

に
も
な
り
ま
し
た
。

憶
え
る
こ
と
と

書
く
こ
と

編
集
部
／
合
格
の
た
め
に

は
、
知
識
量
が
必
要
で
す

か
？

久
保
田
く
ん
／
歴
史
は
知

識
量
だ
と
思
い
ま
す
。知

識
が
あ
れ
ば
、
教
科
書
な

ど
は
何
度
も
読
ん
で
い
る

の
で
、
そ
れ
な
り
の
文
は

書
け
る
と
思
う
。

岡
さ
ん
／
理
系
科
目
も
あ

る
程
度
覚
え
て
い
な
い

と
、
時
間
が
足
り
な
く
な

り
ま
す
。

久
保
田
く
ん
／
数
学
は
結

構
論
理
的
に
考
え
ま
し

た
。

伊
豆
本
く
ん
／
数
学
は
確

率
や
行
列
な
ど
は
、
意
外

と
暗
記
で
解
け
る
部
分
も

多
い
の
で
、
ヤ
マ
を
は
っ

た
と
こ
ろ
く
ら
い
は
暗
記

す
る
と
い
い
と
思
い
ま

す
。

　

後
、
英
単
語
は
そ
ん
な

に
難
し
い
も
の
は
出
な

い
。読
解
力
、論
理
力
も
も

ち
ろ
ん
求
め
ら
れ
ま
す

が
、
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
に

見
ら
れ
る
の
で
、
む
し
ろ

問
題
意
識
や
リ
ス
ニ
ン
グ

力
、
作
文
力
を
つ
け
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。

雨
山
さ
ん
／
東
大
の
英
語

は
時
間
配
分
に
困
る
ほ
ど

の
長
文
で
す
か
ら
、
読
む

速
度
上
げ
る
か
、
読
み
な

が
ら
あ
る
程
度
意
訳
で
き

る
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け

多
く
問
題
を
解
い
た
り
、

色
々
な
英
文
を
読
ん
で
み

た
り
す
る
こ
と
も
大
切
で

す
。

　

国
語
は
、
自
分
で
わ

か
っ
て
い
る
つ
も
り
で

も
、
記
述
力
が
な
い
と
わ

か
っ
て
い
な
い
と
判
断
さ

れ
や
す
い
の
で
、
過
去
問

な
ど
に
当
た
っ
て
、
解
答

は
自
分
の
書
い
た
文
章
の

論
理
が
通
っ
て
い
る
か
を

学
校
や
塾
の
先
生
に
見
て

も
ら
う
と
い
い
と
思
い
ま

す
。英
語
で
も
要
約
和
訳

の
難
関
大
問
題
集
を
買
っ

て
、
添
削
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
し
た
。

岡
さ
ん
／
私
も
現
役
の
時

は
全
科
目
、
高
校
の
先
生

に
添
削
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
し
た
。生
物
な
ど
は
特

に
自
分
で
解
い
て
も
あ
っ

て
い
る
か
ど
う
か
な
か
な

か
わ
か
ら
な
く
て
。

金
く
ん
／
う
ち
で
も
学
校

の
先
生
に
添
削
し
て
も

ら
っ
て
い
る
人
は
い
ま
し

た
が
、
僕
は
ほ
と
ん
ど
予

備
校
中
心
で
し
た
。

青
木
く
ん
／
う
ち
は
学
校

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状

態
だ
っ
た
の
で
、英
語
、国

語
、地
理
は
学
校
で
し
た
。

夏
を
う
ま
く

過
ご
せ
な
く
て
も
、

あ
き
ら
め
な
い

金
く
ん
／
僕
は
予
備
校
で

「
夏
が
天
王
山
と
い
う
の

は
嘘
だ
」と
聞
き
ま
し
た
。

た
し
か
に
現
役
生
は
自
由

な
時
間
が
増
え
ま
す
が
、

10
何
時
間
勉
強
し
た
と
い

う
の
は
正
直
が
ん
ば
り
す

ぎ
だ
と
。秋
以
降
は
演
習

な
ど
も
始
ま
る
の
で
、
弱

点
を
な
く
す
な
ど
、
秋
か

ら
の
勉
強
に
つ
な
が
る
こ

と
を
す
る
方
が
大
切
だ
と

言
わ
れ
ま
し
た
。時
間
が

あ
る
と
い
っ
て
も
夏
で
全

部
や
る
こ
と
は
不
可
能
で

す
し
。

伊
豆
本
く
ん
／
現
役
の
時

は
9
月
に
文
化
祭
が
あ
っ

た
の
で
、
文
化
祭
の
練
習

に
明
け
暮
れ
、
そ
れ
が
終

わ
っ
た
後
も
友
達
と
遊
ん

で
し
ま
い
、
ほ
と
ん
ど
勉

強
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

浪
人
中
も
、
夏
休
み
中
は

予
備
校
の
自
習
室
が
混
ん

で
い
て
や
る
気
を
な
く
し

私
た
ち
、

こ
う
し
て
東
大
に

合
格
し
ま
し
た
！

今
春
、東
京
大
学
に
合
格
し
た
先
輩
6
人
に
、お
す
す
め
の
勉
強
法
や

秋
以
降
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

着
実
に
努
力
を
重
ね
た
先
輩
、落
ち
こ
ぼ
れ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
先
輩
、

二
年
目
に
夢
を
か
な
え
た
先
輩
。

さ
ま
ざ
ま
な
経
歴・思
い
を
持
っ
た
先
輩
方
の
体
験
談
か
ら
は
、

ど
ん
な
大
学
を
目
指
す
人
も
、盗
め
る
と
こ
ろ
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

理科２類（都立西高等学校出身）

岡　実穂さん
中学の頃から医療系の職業を目指していて、高校
ではがんの研究か治療をしたいと考えるように。医
学か薬学かを迷っていたが、高３の夏に初めて薬
学部志望に決めて、東大を目指すようになった。将
来は新薬の研究、抗がん剤の研究をしたいと思っ
ている。

『ゴロで覚える古文単語―ゴロ５６５(ゴロゴ)』（アル
ス工房）を使って全て語呂で覚えると、古文が読め
るようになり、一気に成績が上がった。他はほとん
ど参考書を買わずに、学校で使うプリントを使った。
過去問は先生に見てもらったり、友だちと添削し
あったりした。採点は自分以外の人にやってもらう
方が絶対力になると思う。

文科３類（土佐塾中学高等学校出身）

青木　太一くん
高校受験がなく、中学の頃はずっと遊んでいた。そ
のツケが高校で回ってきて、まったく勉強ができなく
なった。奮起して勉強を始めたところ、高１の冬に
担任から「君みたいに目標がないタイプは東大に
行って、進学振り分けを使って色々考えるといい」
と言われ、東大を目指すことに。将来の目標は考え
中。
英語は東大・京大の英語25ヵ年をこなした。前者
で形式に慣れ、後者の良質の長文50題を解くこと
で長文への苦手意識を克服できた。地歴は教科
書の内容が浅い場合があるので、できるだけ幅広
く、色々な種類の問題をやろうと、予備校が出版し
ている東大模試の過去問問題集や他大学
の問題に取り組んだ。社会は論理
力や記述力より知識量で
差がつく。

理科２類（日比谷高等学校出身）

伊豆本　聡くん
高校に入学した当初の「東大に行きたい」との思
いは、わずか１ヶ月でしぼんでしまった。しかし、高２
の冬から再び東大を目指すように。課外活動では、
バドミントン部の部長なども務めた。現役合格は逃
したものの「これから１年本気でやるぞ」と気合いを
入れて浪人生活を過ごした結果、見事合格。文系
にも興味があるので、文系にも強い理系人材にな
りたい。
センター試験の物理・化学では二次試験に出ない
範囲も出題されるため、二次に出なくてセンター試
験には出るところが凝縮して載っている、東京出版
の『センター対策マニュアル』が役立つ。

学校の行事にも積極的に参加したことで

友達もたくさんできたし、1年間浪人してで

も、高校生活で部活、行事、遊びを目いっぱ

い楽しめてよかったと思っています！

行事が大好きで、高校ではクラス代表やイベント

実行委員をよくやっていました。勉強時間はかな

り削られたと思いますが、友達との関係も深まるな

ど、他では得られない感動もあり、やっていてよかっ

たと思います。勉強ばかりだと煮詰まりますし。
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雑賀　恵子

酒井啓子
〈中東〉の考え方

講談社現代新書、2010年

大阪教育大学附属高等学校天王寺学舎出身。京
都薬科大学を経て、京都大学文学部卒業、京都大
学大学院農学研究科博士課程修了。大阪産業大
学他非常勤講師。著書に『空腹について』（青土社）、

『エコ・ロゴス　存在と食について』（人文書院）。

世界は広いし、国連加盟国数だけでも１９３ほどある（２０１０

年）らしい。しかし新聞や教科書の統計資料で日本との比

較で取り上げられる「各国」「世界」というのは、大抵の場合、欧

米であって、アジアがあるとしてもせいぜいが中国、韓国くらいだ。

このことは、わたしたちが自分の国をどのようなところに位置づけ

ているかを指し示している。基地問題などを語るときも、極東軍事

バランスなどと言ったりする。なぜ「欧米から見て」西にあるはず

の日本が極東なのか、というと、もちろん、欧米の地図を見ると分

かる通り、欧米の地図では中心に欧米がくるように配置されてい

るからであり、そうなると日本は地図の右端の小さな島、極東なの

である。

　さて、極東に対しての近東、中東の辺りのことを、わたしたちは

どのようにイメージし、どのように捉えているだろう？　アラブ諸

国？　イスラーム圏？　どう表しても、すり抜けてしまう。そもそも

が、中東とまとめてしまっていいのか。いろんな紛争が起こってい

る地域であり、また産油地帯としても重要であり、さらに古代史で

は「中心的」位置にあってさまざまな遺跡があること程度は知っ

ている。だが、どうしても「中東」というのは分かりにくい、ややこ

しいという印象を持っているのではないか。なによりも、宗教が違

う、文化が違う…。

　しかしそれは、欧米を中心とした見方、あるいは、欧米を経由し

た日本の見方、つまりは外側から見た「中東」なのである。「中

東」の内側から語られたものによって、なにものをも経由しないで

相互に対等なものとして理解しようとすること。本書は、「中東」に

まっすぐに接近しようとする道の、とても優れた導き手である。

　近代の植民地主義政策とはどのようなものであり現在にどの

ような影響を与えているか、パレスチナ問題とはなにか、いわゆる

9.11以降の世界情勢を冷戦時代に展開された米国の諸政策

から読み解けばどうなるか、イスラーム主義はどうして台頭してき

たのか。

　著者はイラクを中心とした研究者であるが、「ばらばらに散ら

ばった、中東についての知識や分析をできるだけつなげて、消え

ゆく事件や戦争の記憶を、いま私たちが生きている世界の動態

のなかに位置づける」（本書「おわりに」）ことによって、中東とい

うものを内側から描写しつつ、見事に私たちの生きているいまこ

の世界の地層をあらわにさせている。

　そして、ここから立ち上がってくるのは、単純なイメージで表象さ

れる「中東」ではなく、個々に生きているひとびとの姿なのである。

ま
し
た
。た
だ
し
、最
低
限

は
や
っ
て
い
ま
し
た
。

雨
山
さ
ん
／
私
の
学
校
で

は
、
難
関
大
を
目
指
す
人

十
何
人
か
が
集
ま
っ
て
、

１
日
何
時
間
勉
強
し
た
か

を
毎
日
ネ
ッ
ト
の
掲
示
板

に
書
き
込
む
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
夏
の
模
試
で
は
Ｅ
判

定
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、「
今
日
は
18
時
間
」と

い
う
書
き
込
み
を
見
て
逆

に
や
る
気
を
失
っ
て
、
あ

ま
り
が
ん
ば
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。た
だ
、夏
に
が
ん
ば

れ
な
か
っ
た
と
い
う
気
持

ち
が
、
本
番
前
の
が
ん
ば

る
力
に
つ
な
が
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
今
で
は
思
い

ま
す
。冬
休
み
前
や
本
番

前
に
が
ん
ば
る
と
ま
だ
ま

だ
の
び
ま
す
。

　

事
実
、
数
学
は
本
番
3

日
前
に
の
び
ま
し
た
。そ

れ
ま
で
は
勉
強
が
足
り
な

か
っ
た
の
か
、
方
法
が
悪

か
っ
た
の
か
、
本
当
に
で

き
な
く
て
、
一
気
に
何
十

点
も
の
び
た
感
じ
で
す
。

見
る
に
見
か
ね
た
の
か
数

学
の
先
生
が
、
本
番
ひ
と

月
前
に
大
量
の
過
去
問
を

添
削
し
て
く
れ
て
、
そ
れ

で
傾
向
が
つ
か
め
た
の

か
、
何
か
が
目
覚
め
た
よ

う
で
し
た
。そ
れ
ま
で
、こ

の
ま
ま
で
は
0
点
に
近
い

と
思
っ
て
い
た
わ
け
で
す

か
ら
、
ひ
と
月
前
で
も
決

し
て
あ
き
ら
め
な
い
こ
と

が
大
事
で
す
。

金
く
ん
／
僕
も
本
番
2
週

間
前
く
ら
い
に
リ
ス
ニ
ン

グ
を
毎
日
1
時
間
程
繰
り

返
し
た
り
、
過
去
問
を
解

い
た
り
し
て
い
た
ら
、
本

番
で
は
全
問
正
解
じ
ゃ
な

い
か
と
思
う
ほ
ど
で
き
ま

し
た
。学
校
の
先
生
に
は

あ
り
得
な
い
と
言
わ
れ
ま

し
た
が
。リ
ス
ニ
ン
グ
は

一
旦
の
び
る
と
す
ぐ
に
点

数
が
上
が
り
ま
す
か
ら

元
々
苦
手
な
人
に
は
効
果

的
だ
と
思
い
ま
す
。

岡
さ
ん
／
現
役
の
時
で
す

が
、
セ
ン
タ
ー
終
わ
っ
て

か
ら
の
直
前
１
か
月
で
生

物
が
ぐ
っ
と
の
び
ま
し

た
。

久
保
田
く
ん
／
現
役
生
に

と
っ
て
、
二
次
試
験
の
過

去
問
に
一
番
集
中
で
き
る

時
期
は
セ
ン
タ
ー
試
験
後

だ
と
思
い
ま
す
。集
中
し

て
や
れ
ば
、絶
対
の
び
る
。

1
月
31
日
ま
で
が
期
末
試

験
で
し
た
か
ら
、
集
中
し

て
勉
強
で
き
た
の
は
2
月

か
ら
で
し
た
が
、
そ
の
後

の
3
週
間
、
過
去
問
に
ひ

た
す
ら
取
り
組
む
こ
と

で
、
す
ご
く
の
び
た
と
思

い
ま
す
。僕
は
邪
道
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
記
述
の

練
習
も
2
月
く
ら
い
か
ら

や
っ
て
か
な
り
の
び
ま
し

た
。

青
木
く
ん
／
あ
き
ら
め
る

の
が
一
番
悪
い
と
思
い
ま

す
。た
だ
僕
自
身
は
、模
試

の
判
定
が
悪
く
て
も
受
か

る
受
験
生
は
全
体
の
中
で

は
微
々
た
る
も
の
だ
し
、

最
後
ま
で
の
び
る
と
い
う

こ
と
に
自
分
と
し
て
は
自

信
が
な
か
っ
た
の
で
、
常

に
淡
々
と
や
っ
て
い
ま
し

た
。

文科３類（北海道帯広柏葉高等学校出身）

雨山　楓さん
中学までは勉強が苦手でいわゆる“落ちこぼれ”。
高校ではそんな自分をリセットしたくて、授業の復習
をはじめとする勉強の習慣を身につけ、家庭学習
の時間を増やした。高２の夏の模試後「もう少し上
を目指してみないか」と担任に言われたのがきっか
けで、志望校を北大から東大に変更。直前まで模
試の成績はＥランクだったが、無事合格。将来は
国際関係の仕事に就きたいと考えている。
数学の『青チャート』（数研出版）は解法も細かく、全
部解くのは大変だが、全部解けば基礎ができるので
東大の問題にも応用できるはず。日本史の記述の
問題集は、難関大の過去問をベースにして解説が
ついているもので、東大だけでなく同じくらいの難易
度で世界史が難しいといわれる一橋なども含む問
題集を、教科書で調べながら、繰り返し解く。国語、
数学は東大、京大クラスになると特性が出て
くるので、何度も過去問を解く。そ
れを身近な人に見てもら
うのが一番。

文科２類（千葉県立千葉高等学校出身）

久保田　英明くん
高校に入学してから、ふつうに定期テストの勉強をし
ていたつもりが、初めての評定がクラスで3番。千葉
高では、クラスで３番以内なら東大にいけると聞いた
ことがあったため、東大を意識するように。高１の春
から東大一本、天狗にならないように着実に勉強し
た。昔から漠然と日本を動かしたいと考えていて、将
来は国家公務員などに就くことも考えている。
進研ゼミがやっている東大特講√Ｔの問題集が役
立った。センター科目系は、毎月割り当てられている
ものを信じてひたすらやった。数学は『大学への数
学』（東京出版）で基礎力をつけて、後は過去問を解
いた。また『速読英単語 必修編』（Ｚ会出版）を、ＣＤ
を流しながら音読すると楽しく身に付く。上級編もあ
るが、まったく勉強しなくても東大の文章は読めた。
英単語はそこまで難しいものは出ないが、
オールラウンドな力をつけるのが
大事。

理科１類（早稲田中学高等学校出身）

金　剛洙くん
中高一貫だったこともあり、中学の間は部活や遊
びが中心で、勉強は意識していなかった。高１の時
にそのまま早大に行くのか、国立に出るのかを考え
て、早大へ進まないなら東大しかないと考えた。予
備校頼みでみっちり勉強した。
自分で唯一、全部解いた問題集は物理の『難問
題の系統とその解き方』（ニュートンプレス）。また、
東大を受ける人は『東大の○○25カ年』という
教科別の過去問題集を早めに買った
方がいい。

中高一貫で部活ができたのは

色々な思い出作りや仲間作りに

とてもいい経験でした。

昔から読書が大好きで、お風呂の中

で単語帳を読もうとするものの、結局

小説を読んでいました。
毎週月曜日に発売される『少年ジャンプ』

が大好きで、それを楽しみに1週間を過ごし

ていました。生きがいのようなものなので、受

験期ももちろん読んでいました。
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あり、カーブが急だというのは、半径がより小さい円の円弧とみ
なせる場合です。つまり、この半径が大きければ大きいほどそ
のカーブは緩やかであり、小さければ小さいほどそのカーブは
急だということで、曲線の曲がり具合を示す指標に使えます。こ
のような半径のことを数学では「曲率半径」と呼びます。道路
や鉄道の線路などの設計では「曲線半径」という言葉が使わ
れているようです。
■曲率
　さて、曲率半径を使うと、より急なカーブのほうが数値が小さ
くなるという逆転の関係があり、これが不便なことがあります。そ
こで、曲率半径の逆数をとったものを考えます。つまり、曲率半
径が r だとしたら、 1— r  です。これを「曲率」と呼びます。逆数を
とることによって、より急なカーブのほうが数値が大きくなります。
　曲率を用いると、半径 r の円の曲率は 1— r  であるといえます
ので、半径1 の円の曲がり具合がちょうど曲率1です。また、曲
率半径がどんどん大きくなって∞（無限大）となった状態が直
線で、そのときの曲率は 0 になります。曲率 0 は全く曲がって
いない、つまり、まっすぐな状態です。なお、計算は省略します
が、放物線 y = x2 の原点における曲率は 2であるということ
が知られています。

で
、
葉
は
黒
っ
ぽ
く
見
え
る

は
ず
で
す
。絵
の
具
は
そ
の

も
の
が
は
ね
返
す
色
を
表

し
ま
す
が
、
光
の
色
は
、
直

接
目
に
入
っ
た
光
の
色
が

見
え
て
い
る
と
言
い
換
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
ね
。

す
べ
て
の
色
を
は
ね
返
し
て

白
色
に
な
る
と
い
う
わ
け

で
す
。

※　

1
n
m
（
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
）
＝

0.
0
0
0
0
0
0
0
0
1
m
＝
10-9

m

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

（
L
E
D
）の

立
役
者
は
日
本
人

　

私
た
ち
の
生
活
に
も
光

は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す

率
が
い
い
、つ
ま
り
エコ
な
の

で
す
。

　

た
だ
こ
の
L
E
D
。

1
9
6
0
年
代
に
開
発

さ
れ
た
も
の
の
、
赤
か
ら

黄
緑
色
く
ら
い
ま
で
の
波

長
の
色
し
か
作
る
こ
と
が

で
き
ず
、
全
部
の
色
が
作

り
出
せ
な
い
状
況
が
長
く

続
き
ま
し
た
。そ
ん
な
中
、

1
9
9
3
年
に
、
最
も
波

長
が
短
く
て
難
し
い
青
色

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
を
、
当

時
徳
島
の
中
小
企
業
の
研

究
者
だ
っ
た
中
村
修
二
先
生

（
現
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
校
教
授
）

が
開
発
し
た
の
で
す
。こ
う

し
て
三
原
色
が
そ
ろ
っ
た
こ

と
で
白
色
を
含
め
た
さ
ま

ざ
ま
な
色
を
作
り
出
す
こ

と
が
可
能
に
な
り
、今
日
の

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
へ
の
応
用
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
世
界

光
の
三
原
色
と

色
の
三
原
色

　

人
間
の
目
が
色
を
感
じ

る
の
は
、
波
長
の
異
な
る
光

が
視
神
経
細
胞
を
刺
激

す
る
か
ら
で
す
。
視
神
経

は
三
種
類
あ
って
、
そ
れ
ぞ

れ
が
波
長
の
違
う
三
種
類

の
光
を
感
じ
ま
す
。こ
れ

が
「
光
の
三
原
色
」
で
す
。

R
B
G
と
い
う
言
い
方
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、レ
ッ
ド
、ブ

ル
ー
、
グ
リ
ー
ン
の
三
色
で

す
。
赤
青
黄
じ
ゃ
な
い
の
、

と
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う

で
す
が
、絵
の
具
を
使
う
時

の
「
色
の
三
原
色
」
と
は
異

な
り
ま
す
。

　

光
の
三
原
色
は
、そ
れ
ぞ

れ
波
長
が
7
0
0
n
m
、

5
4
6.
1nm
、4
3
5.
8nm

※
の
光
に
対
応
し
ま
す
。赤

と
緑
が
同
時
に
目
に
入
っ

て
く
る
と
黄
色
に
、
緑
と

青
で
シ
ア
ン
に
見
え
ま
す

し
、
す
べ
て
の
色
が
三
原
色

の
強
さ
を
加
減
て
混
ぜ
合

わ
せ
る
こ
と
で
作
れ
ま
す
。

R
G
B
を
同
じ
強
さ
で
混

ぜ
た
色
は
真
っ
白
で
す
。逆

に
白
か
ら
R
G
を
引
い
た 教

科
書
に
載
っ
て
い
な
い
物
理
の
話

P r o f i l e

1965年同大学大学院理学研究科
博士課程修了（博士号取得）。京都
大学理学部助手、講師を経て、87
年より愛知大学教養学部教授。専
門は素粒子論、非線形物理。京都大
学に保育所設立を実現させるなど、
女性研究者の支援でも活躍。京都
大学の湯川秀樹研究室で素粒子論
を専攻。ノーベル賞を受賞した小林・
益川博士とは助手時代は同じ研究
室。2007年日本物理学会長・同キャ
リア支援センター初代センター長を
経て、2009年3月若手研究者支援
のためのNPO法人「知的人材ネット
ワークあいんしゅたいん」を設立。現
在に至る。『4次元を越える物理と素
粒子』『理系の女の生き方ガイド』な
ど著書多数。大阪府立大手前高等
学校出身。

第
❸
回

愛知大学名誉教授
NPO法人
あいんしゅたいん理事長
坂東　昌子 先生

空はなぜ青いのか。夕焼けはどうして赤いのか。そ
んなことを思ったことはありませんか。私は小学生
の頃に「空は絵の具を塗っているから青い」という
友だちの意見に賛成できず、かといって理由もわか
らず「なんでだろう」と色 と々考えを巡らせた思い出
があります。
可視光線から目に見えない赤外線や紫外線まで、
波長の違いによって色 と々性格も異なる光の世
界です。今回は可視光線の色と今流行りの発光
ダイオード（LED）についてお話したいと思います。光と色の

　不思議にせまる

御園　真史
東京大学大学院情報学環ベネッセ先端教育技術学講座客員助教
東洋英和女学院大学・湘南工科大学他講師　博士（学術）

第22回
どうして
　　 を学ぶの？数学

公式ホームページ　http://www.miso-net.to/　ツイッター ID：miso_net曲率のはなし
　こんにちは、御園です。今回も曲線に関わる話をしてみたい
と思います。
■曲がり具合を表そう
　今年の3月に首都高速中央環状線と、東名高速道路につ
ながる首都高速3号渋谷線が大橋ジャンクションで結ばれまし
た。このジャンクションは、地下約35 メートルの山手トンネルから
地上約35 メートルの高架橋までの高低差約70 メートルを、写
真1のようにぐるぐると２周分の曲線を描きながら結びます。ちな
みにこの写真は、開通前のジャンクション見学会のときに撮影
したものです。高速道路を歩ける機会は、開通後にはまずな

いですね（笑）。さて、このような急カーブが連続する道で、写
真2のような看板を目にしたことがありませんか？ここで注目し
てほしいのは「R60m」という表示です。これはいったい何を意
味するのでしょうか？
　実は、Rとは半径のことです。数学でも半径をよく r と表しま
すが、これは半径を意味するradius の頭文字からとったもの
です。つまり、「R60m」とは、カーブを円の弧とみなしたときの半
径が60mだという意味です。
　直線からカーブに入るとき、だんだん緩いカーブから急な
カーブに変化していくのが普通です。そうでないと危ないです
よね。これを円弧の半径で考えると、カーブが緩やかだというの
は、そのカーブの半径がより大きい円の円弧とみなせる場合で

※バックナンバーは、漢検の教育情報サイトhttp://www.kanken.or.jp/kyouiku_joho/ をご覧ください。

的
な
大
発
明
に
対
し
て
、

中
村
先
生
が
会
社
か
ら
も

ら
っ
た
ご
褒
美
（
報
奨
金
）

は
た
っ
た
２
万
円
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
し
ば
ら
く
前
に

ニュ
ー
ス
に
な
っ
た
の
で
知
っ

て
い
る
人
も
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
そ
の
後
中
村
先

生
は
会
社
を
相
手
に
訴
訟

を
起
こ
し
ま
し
た
。
会
社

の
仕
事
で
行
っ
た
職
務
発

明
と
は
い
え
、
発
明
に
見

合
っ
た
も
の
を
報
い
て
ほ
し

い
と
言
っ
た
の
で
す
。会
社

の
利
益
は
8
0
0
億
円
と

も
い
わ
れ
、
第
一
審
で
は

4
0
0
億
円
を
支
払
う
よ

う
に
と
判
決
が
出
ま
し
た

が
、
結
局
は
20
億
円
で
和

解
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
科

学
者
は
好
奇
心
に
か
ら
れ

て
研
究
開
発
を
す
る
の
が

大
好
き
で
す
。で
も
少
し
は

「
あ
り
が
た
い
な
」
と
評
価

し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ら
青
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
突
然
で
す
が
、
こ

こ
で
問
題
で
す
。植
物
の
葉

は
緑
色
を
し
て
い
ま
す
が
、

な
ぜ
な
の
か
わ
か
り
ま
す

か
？

　

植
物
の
葉
が
緑
色
を
好

む
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

じ
っ
く
り
考
え
な
い
と
間

違
え
そ
う
で
す
が
、
実
は
、

葉
に
は
緑
色
光
が
必
要
な

い
の
で
す
。い
ら
な
い
の
で

は
ね
返
し
ま
す
か
ら
、
そ

れ
が
私
た
ち
の
目
の
中
に

光
と
し
て
入
っ
て
く
る
の
で

す
。

　

太
陽
光
を
プ
リ
ズ
ム
で

分
け
て
み
る
と
、
虹
の
色

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
分
解

さ
れ
ま
す
。
太
陽
の
光
は

R
B
G
す
べ
て
が
揃
っ
て
い

る
の
で
、
白
色
な
の
で
す
。

R
B
G
の
光
か
ら
、
葉
は

必
要
な
R
B
を
吸
収
し

て
、
必
要
の
な
い
緑
色
光
だ

け
を
は
ね
返
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
葉
は
緑
色
に
見

え
る
の
で
す
。も
し
赤
と
青

の
光
だ
け
を
葉
っ
ぱ
に
当
て

た
ら
、両
方
を
吸
収
す
る
の

が
、光
を
発
生
さ
せ
る
に
は

二
通
り
の
や
り
方
が
あ
り

ま
す
。昔
の
白
熱
電
球
は
、

電
流
で
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
が
熱

く
な
り
発
光
し
ま
す
。火

が
燃
え
て
明
る
く
光
る
の

と
同
じ
で
す
。し
か
し
、
も

う
一つ
の
、
最
近
出
て
き
た

新
し
い
光
、
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
（
L
E
D
）の
光
の
出
し

方
は
違
い
ま
す
。

　

L
E
D
の
仕
組
み
は
難

し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。プ
ラ
ス
の
電
気
が
つ
ま
っ

た
p
型
半
導
体
と
、
マ
イ

ナ
ス
の
電
気
が
つ
ま
っ
た
n

型
半
導
体
と
い
う
性
質
の

異
な
る
２
つ
の
半
導
体
が

く
っつ
い
て
い
て
で
き
て
い
る

の
が
L
E
D
チ
ッ
プ
で
、
そ

こ
に
電
流
を
流
す
と
プ
ラ

ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
電
気
が
ば

ち
ん
と
ぶ
つ
か
り
ま
す
。プ

ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
が
ぶ
つ
か

る
こ
と
で
出
て
く
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
ほ
と
ん
ど
が
熱
に

な
ら
ず
に
、
光
に
返
信
す

る
の
で
す
。光
の
強
さ
や
色

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
半
導
体
の

材
料
を
何
に
す
る
か
に
よ
っ

て
変
わ
り
ま
す
。　
　

　

こ
れ
ま
で
の
白
熱
電
球

な
ど
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
光

だ
け
で
な
く
熱
と
し
て
も

放
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

L
E
D
の
場
合
は
電
流
を

直
接
光
に
変
え
る
の
で
、こ

れ
ま
で
よ
り
も
10
倍
程
効

RGBは身近なところでは、パソコンで使われています。
プログラミングなどが得意な人はよく知っていると思

いますが、コンピュータで色を指定する時には、RGBを16
進数の強さで配合したカラーコードで表します。16進数
は１から始まって２ケタになる10は「A」、11が「B」とアル
ファベットを使って、16が「F」になります。RGBの順番で
それぞれを２ケタで表すので「FF0000」は赤色になります。

「000000」は黒、「FFFFFF」は白です。

写真1 写真2

光の三原色

LEDの仕組み
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法
政
大
学
理
工
学
部
創
生
科
学
科
※
仮
称　

※
２
０
１
１
年
４
月
開
設
予
定　

設
置
届
出
済
・
収
容
定
員
増
認
可
申
請
中

科
学
・
技
術
教
育
の

新
し
い
形
を
め
ざ
し
て

今
、な
ぜ
新
学
科
か
？ 

科
学
・
技
術
の
急
速
な
進
展

と
と
も
に
、
今
日
ほ
ど
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
に
科
学
的
な
態
度
や

科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
問
題
分
析

力
が
求
め
ら
れ
る
時
代
は
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
、

資
源･

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
・
食
料
な

ど
の
問
題
、
遺
伝
子
操
作
や
万

能
細
胞
の
創
生
に
伴
う
生
命
倫

理
の
問
題
な
ど
、
誰
も
が
、
科
学

に
つい
て
知
ら
な
い
で
は
済
ま
さ
な

く
な
って
き
て
い
る
の
で
す
。

利
潤
を
追
求
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
企
業
活
動
で
さ
え
、
こ
れ

ら
の
問
題
への
配
慮
な
く
し
て
は

成
り
立
ち
に
く
く
な
って
い
ま
す
。

ま
た
企
業
人
と
し
て
生
産
部
門

に
直
接
携
わ
ら
な
く
て
も
、
こ
れ

ら
に
沿
っ
た
活
動
を
す
る
た
め
に

自
ら
も
科
学
的
態
度
や
あ
る
程

度
の
知
識
、
分
析
力
を
備
え
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
ト
ッ
プ
や
計
画
立
案
者
と
も
な

れ
ば
、
科
学
、
技
術
に
つ
い
て
の

そ
れ
以
上
に
広
範
な
知
識
や
理

解
と
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
総
合
的

な
評
価
を
下
せ
る
判
断
力
が
求

め
ら
れ
ま
す
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
在
の
日
本
の
大
手
企
業
で
は
理

系
出
身
の
ト
ッ
プ
は
ま
だ
３
割
と

も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う

な
認
識
は
ま
だ
ま
だ一般
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
同
様
の

こ
と
は
、
市
民
の
側
に
も
い
え
る

と
思
い
ま
す
。
こ
こ
に
、
私
た
ち

が
新
し
い
学
科
を
開
設
し
、
今

後
、
数
多
く
の
理
系
ジ
ェ
ネ
ラ
リ

ス
ト
を
輩
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
た
大
き
な
背
景

が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
学
術
会
議
と
総
合

科
学
技
術
会
議
は
、
こ
の
春
か
ら

こ
れ
ま
で
の
《
科
学
技
術
》
を
、

科
学
と
技
術
と
に
はっ
き
り
分
け

て
考
え
る
た
め
に
《
科
学
・
技

術
》
と
表
記
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
あ
る
時
期
か
ら
曖
昧

に
さ
れ
て
き
た
、
基
礎
研
究
を

中
心
に
し
た
科
学
分
野
（
も
の
の

探
求
）
と
そ
の
応
用
で
あ
る
技
術

分
野
（
も
の
づ
く
り
）
は
、
両
立

す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
お
互

い
に
補
い
合
う
も
の
で
あ
る
こ
と

を
明
確
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
激
し

い
国
際
競
争
の
中
で
勝
ち
残
っ
て

い
く
た
め
の
し
っ
か
り
と
し
た
目

標
を
掲
げ
て
い
く
べ
き
だ
と
し
た

の
で
す
。

そ
れ
に
呼
応
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
本
学
部
で
も
、
長

年
、《
理
工
学
》
と
い
う
枠
組
み

の
下
に
混
在
し
て
い
た
自
然
科
学

（
理
学
）
分
野
の
学
問
を
、
こ
れ

を
機
に一つ
の
学
科
に
ま
と
め
る
こ

と
で
、
科
学
と
技
術
と
い
う
両
輪

の
存
在
を
明
確
に
し
、
全
体
と

し
て
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
し

た
教
育
・
研
究
が
行
え
る
よ
う
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
創
生
科

学
科
に
は
、
理
工
学
部
の
新
た
な

創
生
と
い
う
期
待
も
こ
め
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。

教
育
の
特
色

創
生
科
学
科
で
は
科
学
的
思

考
、
態
度
と
科
学
的
分
析
力
を

ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
に
す
る
た
め
の

基
礎
・
基
盤
、
い
い
か
え
る
と
そ

れ
を
裏
付
け
る
思
考
や
、
知
識

と
方
法
、
評
価
基
準
を
確
実
に

身
に
付
け
ま
す
。
同
時
に
幅
広

い
知
識
、
教
養
を
身
に
付
け
、
そ

の
う
え
で
自
然
と
社
会
の
協
調
の

も
と
に
、
い
か
に
人
間
の
豊
か
さ

を
創
生
し
て
い
け
る
か
に
つい
て
考

え
ま
す
。
分
野
を
横
断
し
、理
系・

文
系
を
超
え
て
学
際
的
に
科
学

技
術
や
情
報
技
術
の
あ
る
べ
き
姿

を
考
え
る
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
、《
科
学
》
を
自

然
科
学
や
物
質
科
学
に
限
定
せ

ず
、
知
能
科
学
、
さ
ら
に
は
人

文
、
社
会
科
学
ま
で
含
め
て
捉
え

ま
す
。
し
か
し
《
科
学
》
の
基

礎
、基
盤
は
物
理
と
数
理
に
あ
り
、

こ
れ
ら
は
ど
の
分
野
で
も
通
用
す

る
べ
き
も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
を

し
っ
か
り
身
に
つ
け
る
こ
と
を
教
育

の
根
本
と
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

れ
に
基
づい
た
科
学
的
思
考
と
科

学
的
評
価
力
、
客
観
的
判
断
力

を
武
器
と
し
ま
す
。
こ
の
点
で
は
、

学
際
分
野
を
表
面
的
に
な
ぞ
っ
た

だ
け
の
学
問
や
、
実
質
的
に
は
教

養
教
育
で
あ
り
な
が
ら
、
環
境
な

ど
受
け
の
よ
い
テ
ー
マ
を
前
面
に
掲

げ
た
も
の
と
は一線
を
画
し
ま
す
。

創
生
科
学
科
の
も
っ
と
も
大
き

な
教
育
の
特
徴
は
、
科
学
の
基
盤

の
教
育
と
し
て
低
学
年
に
配
当

さ
れ
る
「
科
学
の
み
ち
す
じ
」
と

呼
ぶ
教
育
体
系
と
、
そ
れ
を
実

践
す
る
高
学
年
で
用
意
さ
れ
る
４

つの「
フ
ィ
ー
ル
ド
」に
あ
り
ま
す
。

「
科
学
の
み
ち
す
じ
」
と
は
、

物
理
と
数
理
を
基
盤
に
様
々
な

事
象
・
現
象
に
共
通
す
る
原
理

を
解
明
し
、
そ
れ
を
モ
デ
ル
化
す

る
技
法
を
習
得
す
る
と
こ
ろ
ま
で

発
展
さ
せ
た
専
門
基
礎
科
目
と

実
験
・
実
習
科
目
か
ら
な
る
体

系
で
す
。
具
体
的
に
は
、
各
種
の

実
験
や
分
析
手
法
お
よ
び
評
価

方
法
、
物
理
・
数
理
モ
デ
ル
の
構

築
と
そ
れ
を
確
か
め
る
た
め
の
シ

ミ
ュレ
ー
シ
ョン
技
法
な
ど
を
、
理

論
と
実
践
の
両
面
か
ら
学
び
ま

す
。３,

４
年
で
は
、
現
代
科
学
を

代
表
す
る
《
物
質
》、《
自
然
》、

《
人
間
》、《
知
能
》
の
４
分
野

を
代
表
的
「
フ
ィ
ー
ル
ド
」
と
し

て
学
び
ま
す
。《
物
質
》
は
量
子

や
ナ
ノ
分
野
に
代
表
さ
れ
る
極

小
世
界
を
、《
自
然
》
は
宇
宙
、

天
文
に
象
徴
さ
れ
る
極
大
世
界

を
、《
人
間
》
は
心
理
、
言
語
や

そ
の
環
境
で
あ
る
社
会
的
世
界

を
、《
知
能
》
は
人
間
の
情
報
処

理
、
処
理
過
程
を
対
象
と
し
、
ロ

ボ
ッ
ト
研
究
も
含
み
ま
す
。
た
だ

し
コ
ー
ス
制
と
は
異
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
「
フ
ィ
ー
ル
ド
」
の
基
礎

部
分
に
つ
い
て
は
全
員
で
学
び
ま

す
。
そ
の
後
あ
と
、
各
自
が
選

ん
だ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、「
科
学
の
み

ち
す
じ
」
で
身
に
つ
け
た
科
学
的

な
考
え
方
や
問
題
解
決
方
法
を
、

実
例
や
実
践
を
通
じ
て
さ
ら
に
踏

み
込
ん
で
確
か
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

そ
の
他
の
特
色

学
士
力
、語
学
、情
報
発
信

力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
、資
格

全
く
新
し
く
作
ら
れ
る
学
科
で

す
か
ら
、
近
年
、
大
学
の
４
年
間

で
必
ず
身
に
つ
け
る
べ
き
力
と
さ

れ
る
《
学
士
力
》
の
質
を
最
初

か
ら
保
証
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体

系
、
教
育
体
制
に
な
って
い
る
の
も

大
き
な
特
徴
で
す
。
す
で
に
あ
る

も
の
を
組
み
換
え
た
り
、
改
善
し

た
り
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
効
率
も
良
く
、
高
い
効
果
を
期

待
し
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

理
系
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
に
は
情

報
を
自
ら
世
界
に
発
信
で
き
る
こ

と
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
か

ら
、
従
来
の
理
工
学
部
と
は
違
っ

て
語
学
を
３
年
ま
で
必
修
と
し
、

他
に
も
様
々
な
機
会
を
と
ら
え
て

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成

に
も
力
を
入
れ
ま
す
。

新
し
い
学
士
課
程
教
育
で
は
、

日
本
の
大
学
で
学
ん
だ
成
果
が
世

界
を
舞
台
に
働
く
場
合
に
も
充

分
通
用
す
る
、
学
士
と
し
て
の
世

界
標
準
を
満
た
し
て
い
る
と
の
評

価
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
体
系
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
※
2
、
修
了

す
る
だ
け
で
も
こ
れ
ま
で
の
学
部

卒
と
は
違
い
ま
す
が
、さ
ら
に
《
知

能
》
の
「
フ
ィ
ー
ル
ド
」
で
学
べ
る

情
報
分
野
で
はJ07

※
3
が
取
得

で
き
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

こ
れ
は
工
学
系
大
学
に
お
け
る

JABEE

※
4
に
よ
る
認
定
の
情
報

教
育
版
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
、

目
下
各
大
学
が
競
って
そ
の
導
入

を
検
討
し
て
い
る
も
の
で
す
。

創
生
科
学
科
が
目
指
す
の
は
、

21
世
紀
型
の
理
系
人
材
の
養
成

で
あ
り
、
日
本
の
大
学
に
お
け
る

理
工
学
教
育
の
先
進
モ
デ
ル
の
構

築
で
す
。
変
化
の
激
し
い
時
代
に

は
、
新
た
に
作
る
も
の
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
と

思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
待
って
い
ま
す
。

※
2　

知
識・理
解
、汎
用
的
技
能
、態
度・志
向

性
、総
合
的
な
学
習
経
験
と
創
造
的
思
考
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

※
3　

情
報
処
理
学
会
が
策
定
す
る
も
の
。

先
行
す
るJ97

は
コ
ン
ピュー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育

カ
リ
キ
ュラ
ム
と
い
わ
れ
、一群
の
科
目
を
提
示
し

た
上
で
、
そ
れ
に
組
み
合
わ
せ
る
の
に
９
つ
の
標

準
履
修
コ
ー
ス
を
示
す
。J07

で
は
、
目
標
別
に

CS,IS,SE,CE,IT

の
５
つ
の
領
域
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
に
カ
リ
キ
ュラ
ム
標
準
を
示
し
て
あ
る
。国

際
標
準
で
あ
るCC2005

と
の
整
合
性
を
強
く

意
識
し
、現
在
も
様
々
な
改
善
が
加
え
ら
れ
て
い

る
。

※
4　

日
本
技
術
者
教
育
認
定
機
構　

学
部
、

修
士
課
程
に
お
け
る
技
術
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
審
査
、
認
定
を
行
う
。大
学
に
お
け
る
技
術

者
教
育
の
質
確
保
を
目
的
に
、専
門
学
協
会
、日

本
技
術
士
会
、
企
業
等
に
よって
設
立
、
運
営
さ

れ
て
い
る
。ヨ
ー
ロッパ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
基
準
を

意
識
し
て
、
技
術
者
教
育
の
国
際
的
な
通
用
性

を
め
ざ
す
。認
め
ら
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
し

た
学
生
は
技
術
士
１
次
試
験
が
免
除
さ
れ
る
。

　理科が好きであれば言うことはありま
せんが、自分が理系に向いているのか
文系に向いているのかを、十分な知識
のないまま高校生の段階で判断する
のは少し難しいかもしれません。また今
の社会では、メーカーへ就職したり、技
術者や研究者になったりしなくても、理
系の知識や分析力は不可欠ですから、
あまり理系か文系かに拘わらないほう
がいいと思います。また、たくさんの女子
にもチャレンジしてほしいですね。
　物理や数学を基盤にする、と聞くと
難しそうに感じる人もいるかもしれませ
んが、それは中学、高校でのテストや大
学入試が、とりあえず正解というものを
求めすぎているからかもしれません。本
来これらの学問はプロセスが大事です
し、しかもそこが面白いのです。こうした
考えから新学科では、大学では０からや
り直すつもりで取り組んでもらうことにし
ています。もちろんこれは、大学で高校
の学習内容を復習するという意味では
ありません。

高校生へのメッセージ

　天文学、その中でも電波望遠鏡を
使って送られてくる電波を分析して宇
宙の様子や仕組み、その成り立ちを
解明する電波天文学と、そのための
検出技術の開発が専門です。
　電波天文衛星「はるか」の後継とし
て打ち上げを予定されているASTRO
－G（アストロ・ジー）によるVSOP－２
※などのプロジェクトにもかかわってい
ます。新学科で私の担当するフィール
ド(自然)では、他に重力波天文学、光
学天文学の専門家が就任する予定
ですから、他の大学や、他の研究機関
と連携して本格的な宇宙科学・天文
学を学ぶことができます。他の３つの
フィールドでもそれぞれの分野の第一
人者の先生が就任する予定ですし、
100名の学生に対して専任教員が
20名と、質が高く内容の濃い教育や
実習、実験ができるのではないかと張
り切っています。
※アストロ・ジーに搭載されたアンテナと
地上の電波望遠鏡とで巨大な望遠鏡を
形作り、超巨大ブラックホールの周辺で
起きている極限現象の解明を目指す。

ご専門は

2
0
1
1
年
、
法
政
大
学
理
工
学
部
に
新
し
い
学
科
が
誕
生

し
ま
す
。そ
の
名
も
創
生
科
学
科
※
1
。最
先
端
の
知
識
・
技
術

を
持
ち
、特
定
の
分
野
に
限
定
せ
ず
、様
々
な
分
野
を
俯
瞰
し
、

そ
れ
ら
を
総
合
的
に
理
解
で
き
る
理
系
技
術
者
、
I
T
技
術

者
、
そ
し
て
メ
ー
カ
ー
や
シ
ス
テ
ム
会
社
に
限
ら
ず
総
合
職
と

し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を
、
２
１
世
紀
が
求
め
る
︽
理
系
ジ
ェ

ネ
ラ
リ
ス
ト
︾
と
定
義
し
、
そ
の
育
成
を
図
る
と
し
ま
す
。理

系
・
文
系
を
問
わ
ず
そ
の
活
動
分
野
は
広
く
、具
体
的
な
職
業

と
し
て
は
、
開
発
技
術
者
、
知
能
情
報
技
術
者
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
、
サ
イ
エ
ン
ス
ラ
イ

タ
ー
、科
学
解
説
員
な
ど
の
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
、
科
学
を
専
門
と
す
る
通
訳
者
、
な
ど
が
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
と
し
て
い
ま
す
。い
わ
ゆ
る
文
理
融
合
型
の
学
問
と
は一

線
を
画
す
と
い
う
、創
生
科
学
の
︽
創
生
︾た
る
由
縁
を
、学
科

長
に
就
任
予
定
の
春
日
隆
教
授
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

※
1　

英
訳
は
A
d
v
a
n
c
e
d 

S
c
i
e
n
c
e
s 

で
、
広
範
な
科
学
領
域
に
前

進
、展
開
す
る
こ
と　

S
c
i
e
n
c
e
s
が
複
数
で
あ
る
こ
と
に
注
目

法政大学
理工学部教授

春日　隆先生
P r o f i l e
東京大学理学部物理学科卒
業。同大学理学研究科物理
専攻修士博士課程修了後、
同大学海洋研究所海底物理
部門（地球物理部門）助手、第
22次南極観測夏隊員、国立
天文台（東京大学東京天文
台）野辺山宇宙電波観測所
助手等を経て、現在に至る。開
成高等学校出身。

Astro-Gの全体図　©「ISAS/JAXA」
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太
陽
活
動

　

こ
の
2
カ
月
の
太
陽
活

動
は
、
小
規
模
（
C
ク
ラ

ス
）の
フ
レ
ア
が
時
々
発
生

し
ま
し
た
が
、
概
ね
静
穏

な
状
態
が
続
き
ま
し
た
。

太
陽
フ
レ
ア
と
い
う
の
は
、

太
陽
の
大
気
中
で
起
こ
る

爆
発
現
象
で
、
規
模
の
大

き
い
フ
レ
ア
は
黒
点
上
空

で
よ
く
観
測
さ
れ
ま
す
。

太
陽
フ
レ
ア
は
、
様
々
な

電
磁
波
の
波
長
で
観
測

さ
れ
、
そ
の
波
長
ご
と
に

様
々
な
姿
を
見
せ
て
く
れ

ま
す
。図
2
は
太
陽
観
測

衛
星
「
ひ
の
で
」の
可
視
光

望
遠
鏡
が
2
0
0
6
年

の
12
月
に
観
測
し
た
大
規

模
な
X
3.4
ク
ラ
ス
の
太
陽

フ
レ
ア
で
す
。明
る
く
光
っ

て
い
る
筋
が
2
本
見
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
図
2
の
よ

う
な
フ
レ
ア
は
、「
t
w
o-

r
i
b
b
o
n
フ
レ
ア
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

太
陽
風・地
磁
気

　

概
ね
静
穏
な
状
態
が
続

き
ま
し
た
が
、
7
月
14
日

後
半
か
ら
太
陽
風
速
度

が
上
昇
し
、
一
時
的
に
強

い
南
向
き
磁
場
の
影
響
で

最
近
の
宇
宙
天
気

太陽活動は、太陽風・地磁気
活動は、上昇しつつありま
す。電離圏は概ね静穏な状
態でしたが、Es層が頻発し
ています。

情報通信研究機構
電磁波計測研究センター
宇宙環境計測グループ
専攻研究員
井上　諭先生
P r o f i l e
奈良県出身、大阪桐蔭高
等学校卒業。06年に広島
大学で学位を取得後、名古
屋大学、海洋研究開発機
構で博士研究員を経て、09
年8月に情報通信研究機
構に入所。専門は宇宙プラ
ズマ物理学、太陽物理学。
現在は太陽フレアの発生
機構等をスーパーコンピュー
タを用いて調べている。

より詳細な宇宙天気概況は、（独）情報通信研究機構が提供する週刊宇宙天気ニュース
（http://www.seg.nict.go.jp/wsw/）をご覧ください。

図2 太陽観測衛星「ひので」の可視光で観測された
太陽フレア（国立天文台提供）

図1　SOHO衛星（ESA&NASA） 

図5　SOHO衛星（ESA&NASA）
のコロナグラフで観測されたコロナ質
量放出（丸で囲んだ部分）

図4　SOHO衛星（ESA&NASA）の極
端紫外線で観測されたコロナホール（丸で
囲んだ部分）

図6　国内4観測点の強いスポラディクE層の発生状況（赤点）

7
月
15
日
に
地
磁
気
は
や

や
活
発
な
状
態
と
な
り
ま

し
た
。こ
の
地
磁
気
の
乱

れ
は
、
コ
ロ
ナ
ホ
ー
ル（
図

4
）
の
影
響
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
7
月
11
日
に
規
模

の
小
さ
な
コ
ロ
ナ
質
量
放

出
（
C
M
E
）
も
発
生
し

て
お
り
、
そ
の
影
響
が
多

少
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。コ
ロ
ナ
質
量
放
出

現
象
と
は
、
大
量
の
コ
ロ

ナ
ガ
ス（
質
量
は
10
か
ら

1
0
0
億
ト
ン
）
を
惑
星

間
空
間
に
放
出
す
る
現
象

で
す
（
図
5
）。放
出
さ
れ

た
コ
ロ
ナ
ガ
ス
の
速
度
は
10

か
ら
1
0
0
0
（
k
m
/

s
）で
、
大
き
さ
は
太
陽
半

径
の
数
十
倍
に
も
及
び
ま

す
。特
に
規
模
の
大
き
な
コ

ロ
ナ
質
量
放
出
が
発
生
し

て
、
放
出
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
ガ

ス
が
地
球
に
到
来
す
る
と
、

大
規
模
な
磁
気
嵐
が
発
生

し
て
オ
ー
ロ
ラ
活
動
等
が

活
発
化
し
ま
す
。

電
離
圏

　

こ
の
2
カ
月
の
電
離
圏

は
概
ね
静
穏
な
状
態
で
し

た
。図
６
に
示
し
た
よ
う
に

日
本
の
中
南
部
で
は
、ほ
と

ん
ど
毎
日
の
よ
う
に
ス
ポ
ラ

デ
ィ
ッ
ク
E
層
が
発
生
し
て

い
ま
す
。９
月
を
過
ぎ
る

と
徐
々
に
ス
ポ
ラ
デ
ィ
ッ
ク

E
層
の
発
生
頻
度
は
低
く

な
って
き
ま
す
。

 

アロマで見る世界史
●講師　森 広子
医科学修士、正看護師、柔
道整復師、介護支援専門
員、アロマコーディネーター、
アロマインストラクター。現
在、和歌山県立医科大学
大学院医学研究科博士課

程に在学し「活性酸素」の研究に従事。森ノ宮医療
大学非常勤講師。森ノ宮医療学園専門学校柔道
整復学科教員。同専門学校にて、一般の方も学べる

「アロマコーディネーター資格取得講座」を開講中。

医学の父“ヒポクラテス“
もアロマを推奨

ア ロ マ バ ス の 方 法

①バスソルト（天然塩）大さじ2杯に、お
好みの精油5滴を混ぜます。
②お風呂に入れ、よくかき混ぜて入りま
しょう。
安眠に適した精油→真正ラベンダー、
マンダリン、プチグレン、ネロリ、カモミー
ル・ローマン、オレンジ、マージョラムなど

　古代ギリシャ、医学の父と称される“ヒ
ポクラテス”（紀元前460 ～370）。
　ヒポクラテス医学の誕生により、医
術は魔術から切り離され、科学的な医
学のスタート地点に立ちました。医師で
あったヒポクラテスは「健康は、芳香風
呂に入り、香油マッサージを毎日行うこ
とである」と述べ、芳香植物を積極的
に治療に取り入れ、芳香植物を用いた
入浴やマッサージを推奨したといわれて
います。
　日本にアロマセラピー（芳香療法）
が伝わったのは、わずかに25年前。
　化学薬品信仰が強いわが国では、
医療現場でのアロマセラピーの活用は
かなり遅れていますが、最近では医療
現場での活用も広まりつつあります。
　想像も及ばないいにしえの時代か
ら、芳香療法を推奨していたヒポクラテ
ス。やはり、医学の父の先見の目は鋭
い！！

第4回

実は歴史の古い「アロマ」。世界史に
潜むアロマの意外な働きに、毎号せま
ります。　 ●提供／森ノ宮医療大学

図3　上から太陽風磁場、太陽風速度、地磁気指数を示す。太
陽風磁場の変化、太陽風速度の上昇、地磁気指数の 増大か
ら、地磁気の乱れのようすがわかる。

東
京
工
業
大
学
特
任
教
授

宮
田
清
蔵
先
生

極寒に耐える植物から
人間の健康まで

１
９
６
９
年
東
京
工
業
大
学

大
学
院
博
士
課
程
修
了（
工
学

博
士
）後
、東
京
農
工
大
学
助

教
授
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ヤ
工
科

大
学
客
員
教
授
、ベ
ル
研
究
所

客
員
研
究
員
を
経
て
、８
６
年

よ
り
東
京
農
工
大
学
教
授
。

２
０
０
１
年
に
は
東
京
農
工

大
学
学
長
。０
５
年
よ
り
独

立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー・

産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

（N
ED
O

）シ
ニ
ア
プ
ロ
グ
ラ

ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
、２

０
１
０
年
４
月
よ
り
現
職
。

　
北
海
道
が
一

年
の
中
で
最

高
の
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
て
い
ま
す
。

エ
ゾ
松
や
ト
ド

松
、ポ
プ
ラ
や
イ

ヌ
ア
カ
シ
ア
、そ
れ

に
桂
な
ど
が
緑
い
っ
ぱ
い

に
葉
を
繁
ら
せ
て
い
ま

す
。こ
の
時
期
に
は
真

冬
の
冬
枯
れ
の
景
色
は

想
像
も
つ
き
ま
せ

ん
。

　
木
々
も
み
な
細
胞
で
で
き
て
い
て
、そ
の
大
部

分
は
水
分
で
す
。-20
℃
に
も
な
る
北
海
道
の
厳

冬
期
、細
胞
の
中
に
あ
る
水
は
本
来
な
ら
凍
っ
て

体
積
が
膨
張
し
、ほ
と
ん
ど
の
細
胞
は
毀
れ
て
し

ま
う
は
ず
で
す
。

　
そ
れ
が
ど
う
や
っ
て
生
き
延
び
、春
に
は
ま
た

芽
吹
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　
木
々
も
み
な
細
胞
で
で
き
て
い
て
、そ
の
大
部

分
は
水
分
で
す
。-20
℃
に
も
な
る
北
海
道
の
厳

冬
期
、細
胞
の
中
に
あ
る
水
は
本
来
な
ら
凍
っ
て

体
積
が
膨
張
し
、ほ
と
ん
ど
の
細
胞
は
毀
れ
て
し

ま
う
は
ず
で
す
。

　
そ
れ
が
ど
う
や
っ
て
生
き
延
び
、春
に
は
ま
た

芽
吹
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　「
水
は
０
℃
に
な
る
と
凍

る
」と
、理
科
で
は
習
い
ま
し

た
。し
か
し
実
は
、０
℃
に
な
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
そ
ん
な
に
き
ち
ん

と
凍
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

０
℃
は
水
の
融
点
で
す
が
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
凝
固
点
降

下
と
い
っ
て
、水
の
中
に
何
か
が
溶
け

て
い
る
と
凝
固
点
が
下
が
り
水
が
凍
り

に
く
く
な
る
現
象
で
す
。代
表
的
な
物
質

は
塩
で
、融
雪
剤
な
ど
は
こ
の
原
理
を
使

っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、-20
℃
か
ら
-30
℃
に
な
る
と
凝
固
点
降
下
も

通
用
し
ま
せ
ん
。

　
木
々
の
細
胞
に
は
凝
固
点
降
下
以
外
に
何

か
特
殊
な
機
能
が
備
わ
っ
て
い
な
い
の
か
、何

か
特
殊
な
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か

̶̶

そ
う

考
え
て

30
年
以
上

も
植
物
の

樹
液
に
つ
い

て
研
究
し
て
き
た
の
が
、北
海
道
大
学

農
学
研
究
院
を
今
春
退
職
し
た

藤
川
清
三
先
生
で
す
。

　
　
藤
川
先
生
が
、北
海
道
に
多
い
桂
の
木
か
ら
樹
液

を
抽
出
し
て
色
々
と
調
べ
た
結
果
、樹
液
に
少
量
含
ま
れ

る
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド（
ワ
イ
ン
な
ど
に
含
ま
れ
る
代
表
的
な
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
）と
タ
ン
ニ
ン（
お
茶
な
ど
に
含
ま
れ
て
い
る
）と
い
う
有
機

化
合
物
と
が
カ
ク
テ
ル
効
果
を
起
こ
し
、極
寒
の
中
に
あ
っ
て
も

細
胞
に
含
ま
れ
る
水
分
が
凍
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。（
北

海
道
よ
り
も
っ
と
寒
い
シ
ベ
リ
ア
の
凍
土
に
生
き
る
草
木
に
も
こ

の
成
分
は
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

　
凍
る
と
い
う
現
象
は
、結
晶
化
の
一つ
で
す
か
ら
ま
ず

核
が
で
き
、そ
れ
が
成
長
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。水

が
凝
固
点
で
も
す
ぐ
に
凍
ら
な
い
の
は
、凝
固
点
近
傍
で

は
な
か
な
か
結
晶
核

が
で
き
な
い
か
ら
で

す
。

　
こ
の
フ
ラ
ボ
ノ
イ

ド
と
タ
ン
ニ
ン
に

は
、水
が
氷
に
な
る

結
晶
化
速
度
、と
い

う
か
水
中
に
氷
の
結
晶
核
が
で
き
る
ま
で
の
時
間

（induction tim
e

）を
遅
く
す
る
作
用
が
あ
っ
た
の
で

す
。

　
真
っ
先
に
思
い
つ
く
の
が
、冷
蔵
庫
の
霜

取
り
。抽
出
液
か
ら
コ
ー
ティ
ン
グ
剤
を
作
っ
て
そ
れ
を
冷
蔵
庫

に
塗
っ
て
お
け
ば
、霜
取
り
装
置（
ヒ
ー
タ
ー
）が
要
ら
な
く
な

り
熱
伝
導
効
率
が
上
が
り
ま
す
。冷
蔵
庫
は
営
業
用
も
含
め

る
と
人
間
の
数
ほ
ど
あ
り
ま
す
か
ら
、原
子

力
発
電
所
一
基
分
の
電
力
ぐ
ら
い
は
節
約
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。数
年
前
、米
国
で
旅

客
機
の
翼
に
氷
が
張
っ
た
た
め
に
墜
落
し
、大

惨
事
に
な
り
ま
し
た
。翼
に
冷
蔵
庫
に
用
い
た

物
質
と
同
様
な
も
の
を
塗
布
し
て
お
け
ば
、こ

の
よ
う
な
事
故
は
防
げ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
世
の
中
に
は
凍
る
と

困
る
も
の
、凍
ら
せ
る

こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
た
く
さ
ん
使
っ

て
し
ま
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。も
し
天
然
の
水
と
植
物
抽
出
成
分

を
使
っ
て
凍
ら
せ
な
い
よ
う
な
技
術
を

色
々
開
発
す
れ
ば
、有
害
物
質
も

使
う
こ
と
な
く
エ
ネ
ル
ギ
ー

も
節
約
で
き
る
は
ず
で

す
。

　
藤
川
先
生
の
研
究
を

聞
か
さ
れ
て
考
え
た
の
は

《
凍
ら
せ
な
い
産
業
》を

生
み
出
す
こ
と
が
で
き

な
い
か
と
い
う
こ
と 

で

し
た
。

　 

こ
の
抽
出
液
、も 

 

し
く
は
化
学
的
に
同
じ

成
分
の
も
の
を
作
っ
て

水
に
1
％
以
下
混
ぜ
る

だ
け
で
、-20
℃
か
ら
-30
℃

の
凍
ら
な
い
水
が
で
き

る
か
ら
で
す
。

　
木
々
の
細
胞
の
中
の
水

は
、凍
っ
て
い
な
い
の
で
は

な
く
、核
の
生
成
が
遅
ら

さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た

の
で
す
。
藤
川
先
生
は
、

植
物
は
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
と

タ
ン
ニ
ン
の
力
を
借
り
、細

胞
が
凍
る
時
間
を
次
の

春
、あ
る
い
は
極
寒
が
通

り
過
ぎ
る
ま
で
長
引
か
せ

て
い
た
の
だ
と
結
論
付
け

ま
し
た
。

　
あ
る
飲
料
メ
ー
カ
ー
で
は
グ

レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
を

生
産
地
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で

-20
℃
で
凍
ら
せ
て
日
本
へ
運
ん

で
い
ま
す
。し
か
し
凍
ら
せ
る

の
は
雑
菌
を
繁
殖
さ
せ
な
い
た

め
で
す
か
ら
、こ
の
成
分

を
少
し
入
れ
て
お
け
ば
、

凍
ら
す
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
１
ｇ
の
水
を
20
℃
の
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
で
氷
に
す
る
に
は
120

cal
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で

す
が
、-20
℃
の
溶
液
に
し
て
運

ん
で
く
れ
ば
、１
ｇ
に
つ
き
３

分
の
１
の
40 

cal
で
す
み
ま

す
。し
か
も
混
入
す
る
の
が

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
や
タ
ン
ニ
ン

で
す
か
ら
体
に
も
よ
い
の
で
す
。

　
マ
グ
ロ
は
、急
速
冷
凍

す
る
た
め
に
-60
℃
の
部

屋
へ
入
れ
ま
す
が
、液
体

と
気
体
と
で
は
熱
容
量

が
違
い
、熱
交
換
率
も
違

い
ま
す
か
ら
、-30
℃
の
こ

の
水
に
入
れ
た
方
が
冷

凍
時
間
も
早
く
、エ
ネ
ル

ギ
ー
も
少
な
く
て
済
み

ま
す
。

　
こ
の
原
理
を
さ
ら
に
突
き
詰
め
て
い
け
ば
、水
以
外

の
結
晶
を
で
き
に
く
く
す
る
物
質
を
見
つ
け
ら
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
も
し
そ
れ
が
見
つ
か
れ

ば
、人
の
体
内
に
結
晶
が
で

き
る
の
を
未
然
に
防
ぐ
究

極
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
作
る

の
も
夢
で
な
く
な
り
ま
す
。

腎
臓
結
石
や
痛
風
、凝
集
に
よ
る
血
栓
を
は
じ
め
、人

の
体
の
中
で
起
こ
る
結
晶
化
は
ほ
と
ん
ど
が
ト
ラ
ブ
ル

の
元
だ
か
ら
で
す
。

　
南
方
の
木
は
北
方
に
移
植
し
て
も
冬
が

過
ご
せ
ま
せ
ん
。み
な
さ
ん
は
そ
れ
を
当
然

と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。し
か
し

「
そ
れ
は
な
ぜ
か
？
」、

「
南
と
北
の
木
で
は
ど

こ
が
違
う
の
？
」と
い

う
素
朴
な
疑
問
か
ら

出
発
し
、そ
れ
を
解
明

で
き
れ
ば
大
き
な
産

業
を
生
み
出
す
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
の
で
す
。

 

他
に
も
も
っ
と
も
っ
と
ち
が
う
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
は
ず
。

み
な
さ
ん
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

自然から学ぶ。
第❷回

効き目アリ！


